
希望を胸に

　　新たなみちへ

４
２０２４

N
o. 737



　

私
は
、
令
和
２
年
10
月
に
町
民
皆
様
か
ら
の

負
託
を
受
け
、
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

１
期
４
年
の
任
期
最
後
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
政
の
執
行
に
お
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
、
議
会
議
員
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
に
お
い
て
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
「
５
類
」
に
移
行

さ
れ
、
全
国
的
に
経
済
活
動
が
活
発
化
す
る

中
、
町
内
に
お
い
て
も
各
種
事
業
、
学
校
行

事
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
再
開
し
、
町
に
以
前

の
賑
わ
い
が
戻
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
国
際
的
な
原
油
価
格
、
原
材
料
価
格
の

上
昇
や
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
は
未
だ
深
刻
な
状
況
が
続

い
て
お
り
、急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中
、

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、本
町
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
移
住
定
住
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
宅
地
分
譲
が
進
み
、
人
口
の
増
加
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な

く
、「
第
６
期
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

の
下
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
南
幌
町
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
、
私
の
使
命
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
６
つ
の

目
標
の
下
、「
将
来
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
と

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

１
．「�

ま
ち
の
活
力
を
高
め
る

　
　
　
　
　

産
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て

・�

農
業
振
興
と
担
い
手
対
策

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
経
営
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
に
加
え
、
国
際

紛
争
や
円
安
の
影
響
に
よ
る
原
油
価
格
を
は

じ
め
、
飼
料
や
肥
料
な
ど
の
資
材
価
格
の
高

騰
や
高
止
ま
り
が
長
期
化
し
て
お
り
、
生
産
・

流
通
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
一
方
、
価
格
へ
の

転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
適
正
な

価
格
形
成
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
道
内
は
、
真
夏

日
が
連
続
44
日
を
記
録
す
る
な
ど
、
夏
の
平

均
気
温
が
過
去
最
高
と
な
り
、
水
稲
を
は
じ

め
と
す
る
農
作
物
は
、
大
変
厳
し
い
生
産
環

境
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
農
業
は
、

水
稲
、
畑
作
物
な
ど
、
総
じ
て
平
年
並
み
の

作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
良
質
で
安

全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
と
水
稲
を
中
心
と

し
た
輪
作
体
系
の
確
立
に
よ
る
、
効
率
的
で

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

業
」
の
ほ
か
、「
親
子
農
業
体
験
事
業
」
や
地

元
農
産
物
を
利
用
し
た
料
理
・
加
工
教
室
な

ど
に
よ
り
、
地
元
農
産
物
へ
の
理
解
促
進
を

目
的
に
食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

農
業
、
商
業
な
ど
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化

　

札
幌
圏
に
位
置
す
る
本
町
の
地
域
特
性
を

活
か
し
、
生
産
者
や
事
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
積

極
的
な
情
報
発
信
と
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
特
産
品
や

地
場
産
品
の
販
売
促
進
を
図
る
な
ど
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
中
小
企
業
総
合
振
興
資
金
利
子
補

給
事
業
」
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
経
営
安
定
化
に
向
け
て
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
家
賃
補
助
の
ほ
か
、
創
業
に
必
要
な

経
費
な
ど
の
助
成
を
行
い
、
引
き
続
き
、
商

店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
会
運
営
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

工
事
業
者
に
対
す
る
「
経
営
改
善
普
及
事
業
」

及
び
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
地
域
振
興

事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

２
．「
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

　
　
　
　
　

元
気
づ
く
り
」�

に
つ
い
て

・�

交
流
人
口
・
移
住
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域

の
活
性
化

　

本
町
の
人
口
は
、
総
務
省
が
公
表
し
た
令
和

５
年
１
月
１
日
時
点
の
人
口
動
態
調
査
で
、
日

本
人
の
人
口
増
加
率
が
、
全
国
町
村
で
最
高
の

２
．
０
９
％
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
流

れ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
子
育
て
世
代
を
中
心

と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
移
住
定
住

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
室
内
遊
戯
施
設
「
は
れ
っ
ぱ
」
は
、

昨
年
５
月
の
開
業
か
ら
、
子
育
て
世
代
を
中

心
に
町
内
外
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
様
か
ら
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
中
央
公
園
を
含
め
た
賑

わ
い
の
創
出
に
繋
が
る
よ
う
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
で
、

272
戸
、
683
名
の
転
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
事
業
期
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

北
海
道
、
北
海
道
住
宅
供
給
公
社
及
び
住
宅

建
築
事
業
者
と
共
同
で
実
施
す
る
「
み
ど
り

野
き
た
住
ま
い
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
や
「
み
ど

り
野
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
展
開

と
あ
わ
せ
、「
南
幌
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
み
ど
り
野
」

の
分
譲
促
進
を
図
リ
ま
す
。

・
企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
地
域
振
興

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
16
線
西

10
番
地
の
町
有
地
並
び
に
北
海
道
住
宅
供
給

公
社
所
有
地
で
進
め
て
い
る
、
準
工
業
用
地

等
の
整
備
は
、
令
和
８
年
秋
の
分
譲
に
向
け
、

本
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
北

海
道
及
び
北
海
道
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、

「
準
工
業
用
地
販
売
戦
略
」
に
基
づ
く
企
業
誘

致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
や
立
地
奨
励
金
の

交
付
を
行
い
、
企
業
活
動
の
促
進
と
活
性
化

に
向
け
た
支
援
し
ま
す
。

　

道
内
全
域
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展

開
し
て
い
る
「
北
雄
ラ
ッ
キ
ー
株
式
会
社
」
が
、

本
年
度
出
店
を
予
定
し
て
お
り
、
町
外
へ
の

購
買
力
流
出
の
抑
制
や
地
元
雇
用
の
促
進
な

ど
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

旧
南
幌
高
等
学
校
の
跡
利
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
利

活
用
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
情
報
共
有
を
図
り
、
施
設
の
有
効
利

用
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・�

に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
活
動
へ

の
支
援

　

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
が
集
い
、
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
支
援
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
央

公
園
に
お
い
て
町
主
催
に
よ
り
「
な
ん
ぽ
ろ
盆

踊
り
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光
協
会

が
実
施
す
る
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

町
政
執
行
方
針
・
予
算
概

町
政
執
行
方
針
・
予
算
概
要要

第
１
回
議
会
定
例
会
で
令
和
６
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述

第
１
回
議
会
定
例
会
で
令
和
６
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述

べ
ら
れ
、
新
年
度
の
南
幌
町
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と
主
要
事

べ
ら
れ
、
新
年
度
の
南
幌
町
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と
主
要
事

業
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

業
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南
幌
町
長

南
幌
町
長

大
崎
　
貞
二

大
崎
　
貞
二

　

生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

産
物
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、

「
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
」
と
し
て
、
三

重
地
区
ほ
か
５
地
区
の
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
経

営
者
の
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
が
進
む
中
、

農
作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
若
手
、
女
性
農
業
者

に
よ
る
研
修
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
の
ほ

か
、「
担
い
手
育
成
対
策
奨
励
事
業
」
を
実
施

し
、
担
い
手
の
育
成
と
後
継
者
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
猟
友
会
並
び
に

南
空
知
広
域
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
な
ど
と
連
携
し
、
広
域
で
の
捕
獲
対
策
を

強
化
し
、
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
防
風
林
の

保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
計
画

的
な
倒
木
処
理
と
補
植
な
ど
を
進
め
ま
す
。

・
農
産
物
の
地
産
地
消
と
消
費
拡
大

　

農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
き
ま
し
て
は
、

朝
市
や
花
市
な
ど
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
活

動
の
支
援
や
キ
ャ
ベ
ツ
キ
ム
チ
町
民
還
元
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
と
理
解
を
深
め
、
地
元
農
産
物
の
消

費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
南
幌

産
米
を
支
給
す
る
「
子
育
て
支
援
米
支
給
事
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を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
に
お
け
る
医
療
保
険
対

象
外
で
あ
る
先
進
医
療
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
「
先
進
医
療
不
妊
治
療
等
助
成
事
業
」

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
転
入
に
伴
い
、
町
内
保
育

施
設
の
入
所
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
保
育
士
確
保
の
た
め
「
保
育
士
等
就

労
支
援
事
業
」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
を
継
続
し
、

子
ど
も
の
健
康
増
進
と
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
安
全
安
心
な
給
食

を
提
供
し
、
食
育
を
通
し
て
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
と
と
も
に
、
米
な
ど
の
主
食
分
を

町
が
負
担
し
て
ま
い
り
ま
す
。
長
期
化
し
て

い
る
物
価
高
騰
の
中
、
現
在
の
献
立
内
容
を

維
持
し
、
安
全
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
給
食
費
の
引
き
上
げ
に
よ
ら
ず
、
食
材

費
高
騰
分
を
町
が
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
へ
の
理
解
と
本
町
の
基

幹
作
物
や
地
域
の
食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
町
民
を
対
象
に
「
給
食
試
食
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

高
等
学
校
な
ど
へ
の
通
学
に
対
す
る
「
高

等
学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

学
校
毎
の
定
額
補
助
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
活
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
せ
わ
ず
き
・
せ
わ
や
き
隊
」
隊

員
皆
様
の
協
力
に
よ
る
、
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
見
守
り
・
声
か
け
活
動
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、

課
題
を
発
見
し
、
他
者
と
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
南
幌
町
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、家
庭
、

地
域
、
学
校
が
一
体
と
な
り
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
南
幌
町
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
」
に
基
づ

き
、
義
務
教
育
９
年
間
が
終
わ
る
中
学
校
卒

業
時
に
お
け
る
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
実
現

の
た
め
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
開
設
し
た
公
設
学
習
塾
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
課
題
を

踏
ま
え
、
基
礎
学
力
の
向
上
と
学
習
習
慣
の
定

着
化
が
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

南
幌
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
町
立
小

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
１
学
年
２
学
級
を
維
持
す
る
た
め
、
町

独
自
の
教
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支

援
学
級
に
生
活
介
助
職
員
を
配
置
し
、
き
め
細

か
な
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
建
築

か
ら
30
年
近
く
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
施
設

の
改
修
に
向
け
、
本
年
度
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
管
内
の
英
語
指
導
助
手
や
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
」
な
ど
、
国
際
理
解
を
深
め
る
機
会
の
拡

充
と
、
英
語
力
の
向
上
を
目
指
す
た
め
の
英

語
検
定
受
験
料
を
助
成
す
る
ほ
か
、
海
外
短

期
留
学
に
よ
る
生
き
た
英
語
力
を
身
に
つ
け

る
「
中
学
生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

・�

教
育
・
文
化
を
通
し
た
世
代
間
交
流
と
人
材

育
成
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
人
生
を
楽

し
く
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ

と
や
様
々
な
学
習
環
境
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
南
幌
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
」
の
南
幌
ら

し
い
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
視
点

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
広
げ
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
間
交
流
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

青
少
年
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
心
身

と
も
に
穏
や
か
に
成
長
す
る
た
め
、
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
協
力
し
、
多
く
の
体
験
や
経
験
、
集
団
活

動
を
通
じ
、
将
来
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

青
少
年
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
目
標
を
も
ち
、
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
育
成
す
る
た
め
、

教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど
で
活
躍

さ
れ
た
方
に
よ
る
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
子

ど
も
の
未
来
を
応
援
す
る
取
組
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
じ
、
地

域
間
交
流
、
異
世
代
間
交
流
を
図
る
た
め
機

会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
姉
妹
町
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
交
流
事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

か
ら
児
童
交
流
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
り
、

物
産
交
流
や
町
民
の
相
互
訪
問
な
ど
、
今
後

も
姉
妹
町
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
、
よ

り
一
層
の
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。

４
．「
す
こ
や
か
な
毎
日
を
支
え
る
健
康

づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・
誰
も
が
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

　　

健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
各
種
健
康
診
査
や
保
健

事
業
を
実
施
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
き
ま

し
て
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
個
別
受
診
勧

奨
の
取
組
に
よ
り
、
健
診
受
診
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
保
健

指
導
及
び
栄
養
指
導
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

各
種
が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
定
健

康
診
査
と
の
同
時
受
診
や
医
療
機
関
で
の
個
別

検
診
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
料
の

無
償
化
の
継
続
、
受
診
券
の
交
付
や
未
受
診
者
、

精
密
検
査
が
必
要
な
方
へ
の
個
別
勧
奨
な
ど
に

よ
り
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し
て

は
、
定
期
予
防
接
種
と
し
て
年
に
１
回
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、
接
種
料
金
の

半
額
を
助
成
し
感
染
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
児
の
歯
科
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
期

的
な
歯
科
検
診
と
フ
ッ
素
塗
布
の
無
償
化
を
継

続
し
、
う
歯
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

・�

障
が
い
者
・
障
が
い
児
支
援
の
充
実
と
地
域

福
祉
の
向
上

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
に
お
い

て
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

相
談
支
援
や
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
と
啓

発
の
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
演
奏
会
や

作
品
展
の
開
催
な
ど
、
自
主
的
な
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に

よ
る
見
守
り
活
動
や
保
護
司
活
動
、
人
権
擁

護
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生

活
困
窮
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
地
域
で
支
え
る
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
の
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、「
と
も
に
生
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、「
地
域
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
熱

中
症
予
防
と
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぐ
た
め
、「
あ
い
く
る
」「
ぽ
ろ
ろ
」「
ふ
れ
あ

い
館
」
の
公
共
施
設
の
一
部
を
、
夏
場
に
お

け
る
高
齢
者
が
気
軽
に
休
憩
で
き
る
場
所
と

し
て
開
設
し
ま
す
。

・
地
域
医
療
を
担
う
町
立
病
院

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
医
療

連
携
室
を
中
心
と
し
た
、
近
隣
病
院
と
の
連

携
に
よ
る
患
者
の
確
保
や
、「
町
立
病
院
経
営

強
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な

病
院
体
制
を
確
立
し
、
町
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、「
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
進
め

て
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建

築
か
ら
40
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
改
修
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

５
．�

「
誰
も
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
安
心

づ
く
り
」�

に
つ
い
て

・�

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
生
き
が
い
づ
く
り

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
第
９
期

南
幌
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計

画
」
に
基
づ
き
、「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
地

域
全
体
で
包
括
的
に
支
え
合
う
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
な
ど
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
専
門
職
を
活

用
し
た
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

事
業
」
に
よ
り
、
虚
弱
予
防
対
策
と
自
主
的

に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
活

動
を
通
じ
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
繋

げ
る
と
と
も
に
、「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を
活

用
し
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
尊
厳
と
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
知
識
や
経
験
を
社
会
に
還
元

し
つ
つ
、
自
主
的
・
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
高
齢
者
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
終
活
支
援
と
し
て
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
普
及
・
啓
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
や
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
り
全
国
的
に
熱
中
症
リ
ス
ク
が

町
内
４
施
設
に
設
置
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、
観
光
施
設
や
飲
食
店

な
ど
の
情
報
発
信
を
行
い
、
町
内
の
周
遊
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

知
名
度
向
上
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
育

て
る
喜
び
、
育
む
幸
せ
。
南
幌
町
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
「
南

幌
巡
り
」、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
が
共

同
で
開
設
し
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

本
町
の
魅
力
や
移
住
・
観
光
情
報
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
幌
温
泉
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
建
物
や
設
備
等
の
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
施
設
の
改
修
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
も
指
定
管
理
者
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、「
町
民
無
料
入
浴
券
配
布
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

３
．�

「
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き

　
　
　
　

�

輝
く
人
づ
く
り
」�

に
つ
い
て

　・�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
子
育

て
支
援

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
健
や
か
な
成

長
を
育
む
た
め
、
妊
娠
か
ら
出
産
・
育
児
を

通
し
て
、
多
く
の
方
々
が
喜
び
を
感
じ
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
世

帯
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。「
産
後
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
専

門
職
に
よ
る
訪
問
支
援
に
加
え
、
専
門
施
設

で
の
宿
泊
や
通
所
に
よ
る
相
談
体
制
の
拡
充
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・
地
域
の
交
通
対
策

　

地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
内
の
生
活
圏
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い

る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
い
る
ー
と
」
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
町
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

新
た
に
回
数
券
の
導
入
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
の
試
験
運
行
及
び
介
護
認
定
者
の
介
添

人
料
金
の
割
引
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
最

も
身
近
な
足
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
公
共
交
通
を
担
う
運
転

手
不
足
の
影
響
か
ら
、
路
線
バ
ス
の
運
行
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
路
線
の
廃
止

や
縮
小
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

「
南
幌
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
民
の
生
活
を
支
え
る
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
央
圏
連
絡
道
路
「
中
樹
林
道
路
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向

け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
る
「
長

沼
南
幌
道
路
」
に
つ
い
て
も
整
備
が
一
層
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
か
ら
な
る
期

成
会
に
お
い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

一
般
国
道
337
号
の
南
15
線
か
ら
長
沼
町
と

の
町
界
に
架
設
さ
れ
て
い
る
堺
橋
ま
で
の
間

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
路
肩
拡
幅
等
の

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
舗
装

及
び
橋
梁
の
計
画
的
な
維
持
補
修
を
行
う
と
と

も
に
、「
除
排
雪
業
務
計
画
」
に
基
づ
き
、
冬

期
に
お
け
る
安
全
な
交
通
路
を
確
保
し
ま
す
。

　

な
お
、
準
工
業
用
地
等
整
備
に
伴
い
、
南

11
線
西
11
番
地
の
町
有
地
を
新
た
な
雪
捨
て

場
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

・
交
通
安
全
と
生
活
安
全
対
策

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通

安
全
運
動
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、
栗
山
警

察
署
、
関
係
団
体
及
び
行
政
区
・
町
内
会
と

連
携
し
た
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
努
め
、

交
通
事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故
防
止

と
外
出
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業
」
を
、

引
き
続
き
、
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
殊

詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
へ
の
情

報
提
供
な
ど
啓
発
活
動
を
行
い
、
事
件
事
故

の
な
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

 

６
．「
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
よ
る
信

頼
づ
く
り
」�

に
つ
い
て

・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
広
域
連
携
の
推
進

　
「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
定
め
る
「
誰
も
が

笑
顔
で
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間
が
本
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生

の
取
組
に
加
え
て
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
り
地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が

ら
地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
「
南

幌
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

　

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
行
政
区
・
町

内
会
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動

支
援
事
業
補
助
金
」
の
活
用
を
進
め
る
と
と

も
に
、
町
民
と
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め

「
地
域
担
当
職
員
制
度
」
や
「
職
員
出
前
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
第
２
期

さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
く
連
携
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、「
南
空

知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合
」、「
北
海
道
空

知
地
域
創
生
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
を
図
り

ま
す
。

・
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化

　

町
の
財
政
基
盤
に
お
い
て
、
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
は
根
幹
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
適

正
な
課
税
客
体
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
者
に

対
す
る
財
産
調
査
や
差
押
え
に
よ
る
滞
納
処

分
を
実
行
し
、
収
納
率
の
向
上
と
財
源
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
よ
う
と
全
国
の

方
々
か
ら
寄
附
金
を
い
た
だ
き
、「
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
と
成
長
を
支
え
る
事
業
」
や
、「
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
事
業
」
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
謝
礼
品
と
し
て
、
本
町
の
特
産
品

を
贈
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
知
名
度
向
上
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
を
中
心
に
新
た
な
謝

礼
品
の
開
発
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。　

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化

や
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
昨

年
度
策
定
し
た
「
南
幌
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
に

向
け
、
専
門
部
署
を
設
置
し
取
組
を
進
め
ま

す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大

幅
な
歳
入
増
加
が
期
待
で
き
な
い
一
方
で
、

歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係
費
や
公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
な
ど
投
資
的
経
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
「
第
３
次
行
財
政
改
革
実
行
計
画
」
に
基

づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
民
間
活
力
の
積
極
的

な
導
入
な
ど
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
推
進

し
、
政
策
の
基
盤
で
あ
る
財
政
の
安
定
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
行
政
ニ
ー
ズ
は
多
様
に
変

化
し
、
高
度
化
・
専
門
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
行
政
組
織
体
制
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
の
意
識
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
に
臨
む
私
の
所
信
と
基

本
的
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

私
に
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
希

望
を
持
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、確
実
に
前
進
し
、魅
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
南
幌
」
を
つ
く
り
だ
す
重
い
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
将
来
の
発
展
に
向
け
数
多
く

の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
発
掘
す
る
た
め
、
建
設

的
議
論
を
重
ね
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
そ
し
て
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
持
て
る
力

の
限
り
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

・�
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
対
策

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
１
月

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
な
ど
、
近
年
全

国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
化
し

て
お
り
、
改
め
て
日
頃
か
ら
の
備
え
や
防
災

力
向
上
の
必
要
性
を
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
は
、
厳
冬
期
に
お
け
る
災
害
対
応

力
の
向
上
を
目
的
に
、
冬
期
間
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
指
定
避

難
所
の
一
部
見
直
し
に
伴
う
「
避
難
所
マ
ッ

プ
」
を
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、「
災
害

備
蓄
品
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
避
難
所
資
機

材
や
備
蓄
品
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、

行
政
区
・
町
内
会
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
防
災
力
の
強
化
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
に
出
向
い
た
防
災
学
習

会
な
ど
を
実
施
し
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
千
歳
川
河

川
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
河
川
整
備
の
早
期

完
成
に
向
け
、
関
係
自
治
体
と
連
携
し
要
望

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
時
に
お
け
る
洪
水
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
普
通
河
川
及
び
幹
線
排
水
路
の
排

水
能
力
の
確
保
と
内
水
排
除
施
設
の
機
能
維

持
を
計
画
的
に
進
め
り
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
地
域
の
安
全
安
心
確
保
の
た
め
、
各
種
訓

練
を
は
じ
め
消
防
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
消
防
庁
舎
裏
の
耐
震
性
貯
水
槽

と
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
事
業
経
営

の
効
率
化
を
図
り
、
安
定
的
な
下
水
道
経
営

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
地
域
に
お
け
る
水
質
保
全
と

生
活
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
団
地
別
・
住
棟
別
に
修
繕
を

進
め
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
２
カ
年
で
夕
張

太
団
地
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
住
宅
の
安
全
性
及
び
耐
久
性
の
向

上
と
地
元
企
業
の
活
性
化
を
目
的
に
継
続
し

ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
に

お
け
る
空
き
家
等
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
、

「
空
き
家
等
解
体
助
成
事
業
」、「
中
古
住
宅
購

入
助
成
事
業
」
を
実
施
し
、
良
好
な
住
環
境

の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
公
園
施
設
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
中
央
公
園
に
ブ

ラ
ン
コ
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
北
町
・
東
町

の
児
童
公
園
遊
具
の
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

　

緑
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
都
市
公
園
や
緑
地

帯
な
ど
の
保
全
と
地
域
の
自
主
的
な
緑
化
活

動
に
対
す
る
花
苗
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
夕
張
川
河
川
敷
の
一
部
が
湿

生
植
物
の
生
育
地
と
し
て
、
か
つ
て
の
幌
向

原
野
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

原
風
景
で
あ
る
湿
地
性
植
物
か
ら
な
る
湿
原

の
再
生
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

の
改
築
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
消

火
栓
を
改
修
し
、
災
害
時
に
お
け
る
消
防
水

利
確
保
と
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更

な
る
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
、
救
急
救
命

士
の
教
育
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
生
活
環
境
対
策

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
気
運

醸
成
や
「
南
幌
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
に
基
づ
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
た

め
、
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
と
連
携
を
図
り
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
行
政
区
・
町
内
会
に
対

し
、
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の
修
繕
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
と
し

て
、
定
期
的
な
巡
回
と
啓
発
看
板
の
設
置
な

ど
、
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
焼
却
処
理
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
よ
り
稼
働
す
る

こ
と
か
ら
、
広
域
化
に
よ
る
効
率
的
・
安
定

的
な
ご
み
処
理
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

水
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共

下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
を
、

本
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
こ
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教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
は
も
と
よ
り
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

行
政
が
つ
な
が
る
「
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育

と
文
化
の
か
お
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
南
幌
町
教
育

大
綱
」
に
示
さ
れ
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

町
民
み
な
さ
ん
の
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ

う
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
け
る
幸
福
の

持
続
可
能
性
を
追
求
し
、「
認
め
合
い
、
支

え
合
い
、
学
び
合
い
」
の
理
念
の
下
、
子
ど

も
も
大
人
も
と
も
に
育
ち
合
う
人
づ
く
り
と

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て
効
果
的
な
取
組

を
進
め
ま
す
。

１�

．「
学
校
教
育
の
推
進
」
に
つ
い
て

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
に
、
小
・
中
学
校
９
年
間
の
義
務
教

育
を
通
じ
て
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政

が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
課
題
を
共
有
し
、

未
来
の
創
り
手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
む
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
を
構
築
し
ま
す
。

・�

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

　

変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
が
創
造
性
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
持
続
的
な
学
び
を

保
障
し
、
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ

ず
育
成
す
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
、
多

様
な
個
性
を
最
大
限
に
生
か
す
「
協
働
的
な

学
び
」
に
よ
る
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
教
育
の
充
実

が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

や
「
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」

「
標
準
学
力
検
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
小
・

中
学
校
に
お
け
る
基
礎
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
課
題
の
あ
る
領

域
を
分
析
し
、
校
種
を
超
え
て
全
て
の
教
員

が
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、
授
業
改
善
や

学
習
指
導
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
自
己
決
定
の
場
を
与
え
る
、
自

己
存
在
感
を
与
え
る
、
共
感
的
な
人
間
関
係

を
育
成
す
る
」
と
い
っ
た
生
徒
指
導
の
三
つ

の
機
能
を
根
底
に
据
え
た
探
究
的
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
、
専
門
的
で
実
践
的
な
研

修
機
会
を
大
学
教
授
と
連
携
し
て
推
進
し
、

教
員
の
知
見
を
高
め
、
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
学
び
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う

徹
底
し
た
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
望
ま
し
い
生
活
習
慣
と
学
習
習
慣
の
定
着

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
を
対
象
に

「
算
数
・
数
学
科
」「
英
語
科
」
を
開
設
し

て
い
る
公
設
学
習
塾
「
ス
マ
イ
ル
塾
」
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
整
理
分
析

し
、
改
善
を
加
え
、
基
礎
学
力
・
学
習
意
欲

の
向
上
と
家
庭
学
習
の
定
着
へ
の
取
組
の
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
休
業
中
に
お
い
て
は
、
小
学

校
で
は
社
会
教
育
事
業
と
連
携
し
た
「
あ
そ

び
の
達
人
特
別
教
室
」
や
中
学
校
で
は
「
補

習
授
業
」
を
実
施
し
、
補
充
的
な
学
習
機
会

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
町
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏

ま
え
「
な
ん
ぽ
ろ
学
力
向
上
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
学
力
向
上
に
向
け
た
保
護
者
へ
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。

・�

小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
児
童
生
徒
の
学

び
の
連
続
性

　

義
務
教
育
９
年
間
の
よ
り
系
統
的
か
つ
継
続

的
な
指
導
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
り　

仲
間
と
高
め
合
い　

夢
を
膨

ら
ま
せ
る　

南
幌
の
子
」
を
目
指
す
児
童
生
徒

像
と
す
る
南
幌
町
小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
の

具
現
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

・�

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

　

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
を
文
房
具
の
一

つ
と
し
て
学
校
や
自
宅
で
の
学
習
に
も
日
常
的

に
活
用
し
、
学
習
ア
プ
リ
に
よ
る
学
び
の
充
実

や
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

　

外
国
語
に
慣
れ
親
し
み
、
英
語
力
の
向
上

を
図
る
取
組
と
し
て
、
英
語
検
定
受
検
料
の

助
成
を
行
う
ほ
か
、
外
国
語
指
導
助
手
や
地

域
人
材
、
大
学
生
を
活
用
し
、
中
学
校
に
お

け
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」、

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
」

の
実
施
な
ど
、
互
い
の
考
え
や
思
い
を
外
国

語
で
伝
え
合
う
実
践
的
な
活
動
を
通
し
て
、

基
礎
的
な
知
識
や
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
お
け
る
異
文
化
で
の
生
活

体
験
を
通
し
て
生
き
た
英
語
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
的
に
「
中
学
生
国
際
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

・
豊
か
な
人
間
性
と
健
康
な
体
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

は
、
基
本
的
な
倫
理
観
や
規
範
意
識
を
身
に

付
け
、
自
律
心
や
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る

な
ど
、
豊
か
な
心
と
健
康
で
た
く
ま
し
い
体

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
道
徳
教
育
の
充
実

　

小
中
一
貫
し
て
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
、
多
面
的
・
多
角
的
に
深
く
考
え
、
議
論

す
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
う
と

と
も
に
、
町
と
連
携
し
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
授
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
よ
う
進
め
ま
す
。

　

特
に
、
い
じ
め
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
態
様
の
９
割
以
上
が
冷
や
か
し
や
か
ら

か
い
、
軽
く
た
た
く
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
学
教
授
と
連
携
し

て
子
ど
も
理
解
支
援
ツ
ー
ル
「
ほ
っ
と
」
を

活
用
し
、
客
観
的
分
析
と
課
題
の
共
有
化
を

進
め
、
義
務
教
育
９
年
間
の
系
統
的
・
継
続

的
な
視
点
で
児
童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
予
防
と
適
切
な
対
応
を

図
る
た
め
に
は
、
学
校
が
実
施
す
る
定
期

的
な
い
じ
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
、

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
実
態
把
握

に
努
め
、
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
な
げ
、
全
て

の
教
員
が
情
報
を
共
有
し
組
織
と
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
連
携
し
た
心
の
ケ
ア
な
ど
に
迅
速
に
対
応

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、

異
校
種
間
交
流
を
通
じ
、
い
じ
め
問
題
を
考

え
る
事
業
と
し
て
「
仲
間
づ
く
り
子
ど
も
会

議
」
な
ど
を
開
催
し
、
一
人
ひ
と
り
が
い
じ

め
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
健
康
な
体
の
育
成

　
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
」
に
お
け
る
本
町
の
児
童
生
徒
の
実
態

を
踏
ま
え
、
小
中
連
携
し
た
教
育
活
動
を
通

し
て
、
体
力
向
上
に
向
け
た
運
動
習
慣
や
適

切
な
生
活
習
慣
の
定
着
の
意
識
付
け
を
醸
成

し
、
仲
間
と
楽
し
く
運
動
す
る
機
会
の
確
保

と
体
力
向
上
プ
ラ
ン
を
活
用
し
た
啓
発
活

動
な
ど
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
体
力
や
運

動
能
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

・
学
校
給
食

　

安
全
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給

食
の
提
供
や
地
元
農
産
物
の
活
用
な
ど
を
通

じ
て
、
健
康
の
増
進
や
体
力
の
向
上
、
地
域

の
主
要
農
産
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
米
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
分
の
費
用

に
つ
い
て
町
が
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
長
引
く
食
材

費
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
負
担
い
た
だ
い

た
給
食
費
の
範
囲
内
で
は
十
分
な
栄
養
価
の

確
保
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
の
維
持
が

難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
食
材
や
献
立
内
容
を

維
持
し
、
保
護
者
に
新
た
な
負
担
を
求
め
る

こ
と
な
く
安
全
安
心
で
充
実
し
た
学
校
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
食
材
費
の
物
価
高
騰
分

を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
教
育
活
動
の
充
実

　

児
童
生
徒
に
関
す
る
課
題
や
学
校
が
抱
え

て
い
る
問
題
の
解
決
な
ど
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
、
学
校

が
家
庭
や
地
域
と
連
携
・
協
働
し
て
社
会
と

繋
が
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

・
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　
「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
南
幌
の
子
ど
も
た

ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
学
校
運
営
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
の
自
己
評
価
の
結
果
や
家
庭

と
地
域
が
連
携
し
た
望
ま
し
い
支
援
の
あ
り

方
な
ど
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
意
見
を

学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
育
成
さ
れ
る
た
め
、
外

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

　
　
教
育
行
政
執
行
方
針

　
　
教
育
行
政
執
行
方
針

南
幌
町
教
育
委
員
会
　
教
育
長

南
幌
町
教
育
委
員
会
　
教
育
長

西
田
　
篤
人

西
田
　
篤
人

8２０２４．４ NANPORO9 ２０２４．４NANPORO



部
講
師
の
活
用
や
町
内
各
商
店
・
事
業
所
・

企
業
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
職
業
体
験
活
動
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い

勤
労
観
や
職
業
観
を
育
て
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育

　

教
育
上
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
学
習
面
や
生
活
面
を
支
え
て
い

く
た
め
、
小
・
中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
学

習
支
援
員
、
小
学
校
に
生
活
介
助
職
員
を
配

置
し
、
発
達
や
個
に
応
じ
た
よ
り
き
め
細
か

な
教
育
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

　

教
員
の
労
働
環
境
に
注
視
し
、
専
門
性
を

生
か
し
つ
つ
効
果
的
で
質
の
高
い
教
育
活
動

を
維
持
で
き
る
環
境
が
重
要
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、「
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
南
幌
町
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

勤
務
時
間
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
教
職
員
の

意
識
向
上
を
図
り
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
な

が
ら
学
力
向
上
に
資
す
る
授
業
改
善
や
児
童

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
町
の
現
状
と
活
動
の
連
続
性
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
適
と
考
え

ら
れ
る
形
態
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
「
部
活
動
地
域

連
携
検
討
協
議
会
」
を
設
置
し
、
共
通
認
識

の
も
と
で
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

・
教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
教
育
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
町
立
小
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
１
学
年
２
学

級
を
維
持
す
る
た
め
、
町
独
自
に
よ
る
教
員

の
加
配
や
、
中
学
校
で
の
習
熟
度
別
に
分
か

れ
た
学
習
を
行
う
な
ど
、
児
童
生
徒
に
寄
り

添
っ
た
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
活
用
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
」
を
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能

力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事
業
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
通
学
す
る
学
校
毎
の
定
額
補

助
を
行
う
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、
教
育
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
南
幌
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う

た
め
、
本
年
度
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

・
姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
児
童
交
流
学
習
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
以
降
中

止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
お
互
い

の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
の
知
識
を
広
め
、

友
好
を
築
く
貴
重
な
体
験
に
繋
が
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
も
両
町
の
絆
を
一
層
深
め
る
た

め
、
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

 

２
．「
社
会
教
育
の
推
進
」
に
つ
い
て

　

長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
人
と
の
つ

な
が
り
や
地
域
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
心
豊

か
に
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め

に
、
社
会
教
育
の
担
う
役
割
は
益
々
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
や
自

己
啓
発
の
た
め
の
生
涯
学
習
の
推
進
、
学
習

機
会
の
提
供
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
４
期
社
会
教
育
中
期
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、「
社
会
教
育
活
動
・
関
係
施
設
の

充
実
を
図
る
」「
学
び
が
共
有
で
き
る
場
を

つ
く
る
」「
未
来
へ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
」

の
３
つ
の
重
点
目
標
を
も
と
に
、
地
域
人
材

を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
各
分
野
で
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

・
家
庭
教
育
の
支
援

　

家
庭
教
育
は
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で

あ
り
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
社
会

性
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
家
庭
環

境
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
、
多
忙
化
か

ら
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
収
集
や
学
習
の

機
会
、
悩
み
や
不
安
を
共
有
す
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
家
庭
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
全
体
で
課
題
を
共
有
す
る
体
制

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
就
学
前
児
童
や
小
・
中
学
生

の
保
護
者
に
対
し
て
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー

タ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
親
学
講
座
や
す
く
す
く
広
場
な
ど
の
学

習
機
会
や
子
育
て
の
不
安
、
悩
み
を
解
消
で

き
る
環
境
を
つ
く
り
、
家
庭
教
育
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
豊
か
な
人
間
性
を

育
み
、
自
他
と
も
に
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
社
会

の
一
員
と
し
て
自
覚
し
、
自
ら
進
ん
で
社
会

参
加
が
で
き
る
健
全
な
社
会
人
と
し
て
成
長

す
る
よ
う
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
で

い
る
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を

広
く
支
援
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
将
来
を

見
つ
め
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
子
ど
も

の
未
来
を
応
援
す
る
取
組
」
を
実
施
し
ま
す
。

・�

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援
し
夢
を
抱
く

き
っ
か
け
づ
く
り

　

著
名
人
を
講
師
に
招
き
自
身
の
体
験
談
な

ど
を
用
い
な
が
ら
、
前
向
き
に
夢
を
目
指
す

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

異
年
齢
と
の
交
流
や
自
然
体
験
、
生
活
体

験
な
ど
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
や
高
校
生
・

大
学
生
を
活
用
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
経

験
が
で
き
る
機
会
の
確
保
に
努
め
、
子
ど

も
た
ち
の
自
主
性
・
自
発
性
の
育
成
や
リ
ー

ダ
ー
養
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
学
校
協
働
本
部
を
中
心
に
、
学

校
を
核
と
し
た
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推
進

　

心
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
送
る
た

め
に
は
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
地
域
課
題
や

生
活
課
題
を
把
握
し
、
新
た
な
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
た
め
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
機
会
の
提
供
と
、
そ
の
成
果
を
生
か
せ
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

町
民
の
学
習
要
求
に
即
し
た
情
報
提
供
と

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
今
日
的
課

題
に
関
す
る
講
座
な
ど
誰
も
が
身
近
で
気
軽

に
参
加
で
き
る
学
習
機
会
を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」
を
拠
点
に
実
施
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
世
代
を
超
え
て
学
び
合
う

学
習
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
「
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
」
に
基

づ
き
、
南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
町
部
局
と
の
連
携
を
図
り
、
多

角
的
に
生
き
が
い
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

推
進

　

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
な
心
と
体
を
つ
く
り
、
明
る
く
元
気
な
ま

ち
を
築
く
た
め
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
す
べ
て
の
世
代
の
町
民
が
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
機
会
の
充
実
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
年
齢
・
体
力
・
技

術
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
体
力
づ
く
り

教
室
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
た
地
域
間
交
流
の
活
性

化
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
目
指

し
、「
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
運
動
能
力
の
基
礎
が
形
成

さ
れ
る
幼
少
年
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
の

記
憶
の
保
全

　

芸
術
や
文
化
は
、
人
々
に
感
動
や
生
き
る

喜
び
を
も
た
ら
し
人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
創
造
性
を
高
め
、
心
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
自
主
的
・
主
体

的
な
芸
術
・
文
化
活
動
へ
の
展
開
を
想
定
し

た
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
、
芸
術
・
文
化

活
動
に
よ
る
生
き
が
い
、
仲
間
づ
く
り
の
場

を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
文
化
協
会
と
連
携
し
、
優

れ
た
芸
術
・
文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、

町
民
の
文
化
活
動
の
発
表
の
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

　

郷
土
芸
能
を
伝
承
す
る
団
体
の
活
動
衰
退

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
の
有
形
・
無
形
の
歴
史
文
化
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
の
資
料
保
存
と
普
及
、
継
承
を

行
い
ま
す
。

・
読
書
活
動
の
推
進

　

読
書
に
親
し
む
こ
と
は
、
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
豊
か
な
情

操
を
育
む
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
お
い

て
読
書
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
読

書
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
お
け
る
蔵

書
の
充
実
や
特
集
展
示
の
実
施
、
読
書
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
よ
り
町
民
の
読
書
活
動
を
支

援
し
、
町
民
に
親
し
ま
れ
、
い
つ
で
も
気
軽

に
読
書
や
学
習
活
動
が
で
き
る
図
書
室
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
第
２
期
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
に

お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
図
書
室
の
環
境
充
実
や
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
た
読
書
活
動
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
読
書
活
動
に
対
す
る
啓

発
広
報
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
社
会
教
育
関
係
施
設
の
充
実

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ
ろ
」
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
教
育
関
係
施
設
は
、
町
内
外

の
多
く
の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
施
設
が
、
町
民
誰
も
が
気
軽
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
維
持
管
理
と

利
用
環
境
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
が
創
作
活
動
で
製
作
し

た
作
品
を
「
ぽ
ろ
ろ
」
ロ
ビ
ー
な
ど
に
展
示

す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
促
進
を
図

り
、
広
く
町
民
が
利
用
で
き
る
場
と
し
て
提

供
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
適

切
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
利
用
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
の
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
学
び
を
充
実

さ
せ
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
、
生

涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行

政
が
一
体
と
な
り
教
育
振
興
の
充
実
・
発
展

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
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主 要 事 業主 要 事 業

●農業振興と担い手対策
　新規就農支援事業　2,890 千円
　次代の農業を担う新規就農者を確保し農業後継者の育成を図るため、研修生受入体制の確立、新規就農
者支援住宅の管理、親元就農者支援策、支度金の支給等を総合的に支援。
○担い手育成対策奨励金　　　　　　○ふるさと就農促進給付金
○農業次世代人材投資事業補助金　　○新規就農支援研修等助成金
●農産物の地産地消と消費拡大
　食育活動推進事業　6,683 千円
　食育推進計画に基づき、自然の恵みによって得られる食材への感謝の気持ちを育むことや、地元で採れ
る農産物への理解促進などを目的に食育を推進。
○親子農業体験塾　　○子育て支援米支給　　○北海道文教大学との連携事業
●農業、商業などの連携による地域経済の活性化
　空き店舗活用支援事業　2,512 千円
　商店街の活性化とにぎわいのあるまちづくりを推進するため、空き店舗を活用する新規起業者に対して
家賃の一部及び開業に係る経費を助成。

１．まちの活力を高める産業づくり

●子どもを安心して産み育てられる子育て支援
　母子保健事業　18,638 千円
　子育て世代の身近なところで包括的に相談支援を行うこども家庭センターを中核として、全ての妊産婦、
子育て世帯が安心して出産・子育てが行えるよう母子保健による支援を行う。
○産後ケア　　○出産・子育て応援事業　　○先進医療不妊治療等助成　　○こども家庭センター
　高等学校等通学費補助事業　13,642 千円
　子育て世代を支援するため、高等学校等に通学する生徒の費用の一部を補助。
○対象者：高等学校、高等専門学校、特別支援学校高等部に通学する生徒の保護者
　※通学方法や生徒の居住地を問わない
○補助額：入学より３年間、通学先の学校により一定額を補助
　※年間１０か月分を上限
　給食物価高騰対策事業（給食運営事業）　1,915 千円
　社会情勢により材料費の高騰が続いていることから、物価高騰による給食材料費への影響分を町が負担
し、保護者に新たな負担を求めることなく安全・安心で充実した学校給食を提供。
●子どもたちの教育環境の充実
　中学生国際留学プログラム事業　6,981 千円
　国際社会で活躍できる人材を育成するために外国の現地学校で短期留学及びホームステイにおける生活
体験を通して、生きた英語力を身につけるための海外派遣を実施。
○派遣先：オーストラリア　
○対　象：�基礎的な英会話能力を有し、かつ、国際社会に対して興味をもっている町内に居住する中学生（派

遣者は選考審査を経て決定）
○期　間：10日以内（夏休み期間中）
　公設学習塾事業　5,216 千円
　児童生徒の基礎学力と学習意欲の向上、家庭学習の定着を図るため、民間学習塾による公設学習塾を実施。
○対　象：小学４年生～中学３年生　　○教　科：算数・数学、英語
●教育・文化を通した世代間交流と人材育成
　青少年健全育成事業　5,594 千円
　家庭・地域・学校との連携を図り、多様な学習活動や体験活動などを実施し、安全・安心な子どもの居
場所づくりに取り組む。関係団体と連携し、子どもたちの健全育成に関する意識啓発を図り、地域の教育力
向上に努める。
○放課後子ども教室　　　　　　　　　○青少年健全育成を考える集い
○プロフェッショナル講演会　　　　　○青少年異世代交流
○子ども会育成連絡協議会支援事業　　○子ども文化・スポーツ全道大会等補助金
●姉妹交町流の推進
　姉妹町交流事業　3,313 千円
　姉妹町の熊本県多良木町と教育文化や産業振興、住民交流により相互の友好親善と理解を深める。
○小学生を対象とした児童相互交流　　○物産交流
○姉妹町交流研修補助金：町内団体等が実施する姉妹町への研修経費に対して一部を助成

３．子どもたちがいきいき輝く人づくり

●交流人口・移住定住人口の増加と地域の活性化
　移住促進事業　2,872 千円
　本町への移住を促進するため、北海道及び北海道
移住交流促進協議会が主催するイベントに参加し、
道内外に町の魅力をPRする取り組みを実施。また、
移住を検討している方に対し、本町の住環境の良さ
を実感していただくため、２棟の移住体験住宅を活
用するほか、移住体験プログラムを実施。
○移住イベントへの出展　　
○移住体験住宅を活用した移住促進
　子育て世代住宅建築費助成事業　63,000 千円
　子育て世代を対象とした住宅建築費の助成を行い、本町への移住定住を図る。
○対象者　中学生以下の子どもがいる世帯、または夫婦共に年齢が 40歳未満の世帯
○助成額　転入者：最大 200 万円　町民：最大 100 万円
●企業誘致の推進による地域振興
　準工業用地等整備事業　258,512 千円
　南 16線西 10番地の町有地並びに北海道住宅供給公社所有地において、準工業用地等の整備を進める。
○準工業用地等看板設置実施設計業務　　○準工業用地等整備工事
　企業誘致推進事業�　9,653 千円
　準工業用地販売戦略に基づく企業訪問、企業誘致活動を展開。
○準工業用地分譲事前エントリー受付　　○既接触企業に対する準工業用地への誘致活動
○準工業用地パンフレット更新・分譲事前エントリー用リーフレット作成・周知
●にぎわいの場づくりとイベント活動への支援
　観光協会運営助成事業�　5,030 千円
　町・商工会・農協で連携を図り、観光事業の発展と地域活性化に向けた観光協会の運営事業に対して
助成を行う。
　なんぽろ盆踊り事業　900 千円
　地域の活性化とにぎわいのあるまちづくりを推進するため、中央公園で盆踊り大会を開催。

２．にぎわいを生み出す元気づくり

●誰もがすこやかに暮らせる健康づくり
　感染症予防事業　22,104 千円
感染症の発症と重症化を予防するため、予防接種費用を助成。
○子ども：四種混合等 12種類　　○成人：風疹（５期）
○高齢者：肺炎球菌・インフルエンザ・新型コロナウイルス
●高齢者が元気で暮らせる生きがいづくり
　高齢者在宅支援事業　5,280 千円
高齢者等の日常生活上の不安解消と冬期間の除雪に係る精神的負担の軽減を図り、安全・安心な在宅生活
が送れるよう支援。
○緊急通報装置設置事業　　○除雪サービス事業　　○屋根雪下ろし助成事業
●地域医療を担う町立病院について
　医療機器購入事業　11,263 千円
　医療機器等の更新及び購入を行う。
○調剤部門システム　　○薬用保冷庫　　○リクライニングスケール　　○常温配膳車

４．すこやかな毎日を支える健康づくり
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■各会計予算■各会計予算

歳入歳入

区 分 令和６年度 令和５年度 増減率
一 般 会 計 69億 5,858 万円 73 億 8,722 万円 △ 5.8％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 9億 9,953 万円 9億 9,035 万円 0.9％
病 院 事 業 ８億 1,822 万円 7億 8,105 万円 4.8％
下 水 道 事 業 0円 3億 8,752 万円 皆減
農業集落排水事業 ０円 1,384 万円 皆減
介 護 保 険 8億 4,386 万円 8億 4,218 万円 0.2％
後期高齢者医療 1億 3,509 万円 1億 2,485 万円 8.2％
下 水 道 事 業 7億 3,009 万円 ０円 皆増

計 104 億 8,537 万円 105 億 2,701 万円 △ 0.4％

地方消費税交付金
�1 億 7,100 万円　�2.5％

国・道支出金
14 億 3,780 万円 20.7％
繰入金
�5 億 9,183 万円���8.5％
諸収入
�1 億 6,355 万円　�2.4％
町債
�5 億 8,550 万円　8.4％
その他
�3 億 2,085 万円���4.6％

町税
�8億 1,656万円　11.7％
地方譲与税
�����9,190 万円　　�1.3％

地方交付税
27 億 3,000 万円 39.2％

消防費
�3 億 1,155 万円　�4.5％

基 金 名 金 額
財 政 調 整 基 金 ６億 7,932 万円

減 債 基 金 １億 7,945 万円

教 育 振 興 基 金 368 万円

地 域 福 祉 振 興 基 金 1,332 万円

南幌温泉ハート＆ハート基金 4,582 万円

中山間ふるさと水と土保全基金 1,067 万円

ふ る さ と 応 援 基 金 １億 9,614 万円

農 業 支 援 対 策 基 金 87万円

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 261 万円

消 防 防 災 対 策 基 金 1,000 万円

計 11億 4,188 万円

■町の貯金（基金）■町の貯金（基金）

■一般会計予算の内訳■一般会計予算の内訳
歳出歳出

■借金残高と返済額の推移■借金残高と返済額の推移
（令和５年度末見込み）（令和５年度末見込み）

単位：億円単位：億円

分担金及び負担金
�　��4,959 万円　��0.7％

議会費
��　�5,303 万円　�0.8％
総務費
14 億 6,925 万円　21.1％
民生費
13億 9.906万円　20.1％
衛生費
�5 億 8,977 万円　�8.5％
農林水産業費
7 億 9,535 万円　11.4％
商工費
�1 億 6,335 万円　�2.3％
土木費
�11億1,860万円　16.1％

教育費
�4 億 1,546 万円　�6.0％
公債費
�6 億 4,216 万円　�9.2％
予備費
�������100 万円　�0.0％

令和６年度予算額　104 億 8,537 万円令和６年度予算額　104 億 8,537 万円

●協働によるまちづくりと広域連携の推進
　協働まちづくり推進事業　3,297 千円
　地域コミュニティの活性化や特色あるまちづくりを目的に町民税の約１％相当額を活用して補助金を交付
し、住民自ら考え行動し汗を流す活動を支援する。

６．持続可能な行政運営による信頼づくり

●安全安心に暮らせる災害対策
　防災対策事業　8.577 千円
　あらゆる自然災害を想定し、防災機能の強化と地域防災力の向上を図る。
○防災備蓄品整備（食料品・寝袋・感染症対策用品・ポータブルストーブ等）　
○町民及び行政区・町内会を対象とした冬期防災訓練の実施
○全国瞬時警報システム改修　　○洪水ハザードマップ・避難所パンフレット全戸配布
　消防水利整備事業　69,201 千円
　老朽化した消火栓本体の取替工事を計画的に行い、消防力の充実強化、災害対応の迅速化に取り組む。また、
設置から 60年以上経過した防火貯水槽を耐震性貯水槽に整備し、震災時の消防水利の確保を行い、住民の安
全・安心な環境づくりを進める。
○消火栓本体取替５基　　○耐震性貯水槽整備工事１基
●生活環境対策
　公園長寿命化改修事業　73,336 千円
　町内 27公園の長寿命化計画に基づき整備を進める。
○中央公園電気設備改修工事　　○北町児童公園遊具改修工事　○東町児童公園遊具改修工事
○中央公園ブランコ設置工事
　住宅リフォーム助成事業　8,000 千円
　住宅リフォーム工事に要する費用の一部を助成。
○限度額：１件あたり 30万円
●地域の交通対策
　生活路線等交通対策事業　25,726 千円
　交通空白地域の解消と交通弱者の移動手段を確保するため、ＡＩ配車システムを登載したオンデマンド交
通「あいるーと」の運行を行う。また、中央バスに対して、路線確保に係る費用負担を行う。
○あいるーと回数券の発行　　　　　　　　　　〇あいるーと介護認定者介添人の運賃設定
○あいるーと試験運行※町内イベント開催日　　○中央バス路線確保に係る費用負担
●交通安全と生活安全対策
　交通安全対策推進事業　10,148 千円
　交通安全運動推進協議会を中心に関係機関等と連携を図り、各期における交通安全運動などを展開し交通
事故の抑止に努める。高齢者の運転による交通事故防止及び外出支援を目的とした「高齢者運転免許証自主
返納支援事業」については、ハイヤー利用料金の助成及びオンデマンド交通「あいるーと」との連携を行う。

５．誰もが安全に暮らせる安心づくり

　開業から 33年が経過した「なんぽろ温泉ハート＆ハート」は、施設や設備を改修し、ウエルネスツーリズ
ム対応施設としてのニーズやサウナ需要、キャンパーやサイクリストに必要な環境を整え、子育て世代や高
齢者にとっても魅力ある施設に整備し、札幌市や北海道ボールパーク近郊の周遊拠点施設として、新たな人
の流れを取り込み、地域の活性化と交流人口の増加を目指します。また、温泉周辺の活性化に向け、キャン
プ場等の周辺整備に係る実施設計を行います。

※�町の実質負担額は
　約236,470千円です。

なんぽろ温泉を改修します‼

●南幌温泉整備事業　945,882 千円
【主な改修内容】
　・日帰り棟…露天風呂新設、脱衣室拡張、休憩室改修
　・レストラン棟…レストラン改修、客室改修
　・新館棟…サウナ室新設、客室等改修
【その他】　
　・�屋上防水改修、設備配管改修、備品整備
【財源内訳】
　・�デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整
備タイプ）…472,940 千円

　・補正予算債…472,900 千円
　・一般財源…　　　��42 千円

●温泉周辺整備事業　30,870 千円
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役場の組織が変わります！役場の組織が変わります！
〜４月１日から役場の組織、業務の所管を変更します〜〜４月１日から役場の組織、業務の所管を変更します〜

　地方を取り巻く厳しい行財政運営の中、住民の皆さまの様々なニーズに対応し、より迅速で効率的に業務を　地方を取り巻く厳しい行財政運営の中、住民の皆さまの様々なニーズに対応し、より迅速で効率的に業務を
実施できる体制とするため、係制の導入と業務の所管変更を行います。実施できる体制とするため、係制の導入と業務の所管変更を行います。
　また、係には係長を置き、これまで以上に業務の専門性を高め、責任を持った業務を遂行します。　また、係には係長を置き、これまで以上に業務の専門性を高め、責任を持った業務を遂行します。

主な変更点
①総務課、まちづくり課、産業振興課の業務内容の見直しを行い、係を増やし、電話番号を追加します。
②�保健福祉課の業務内容の見直しを行い、４つの係へ再編するとともに、安心して子育てができるよう、子
育て世帯が気軽に相談できるよう身近な機関として「子ども家庭センター」を設置します。

課　名 係　名 主な業務内容 電話番号 場　所

総

務

課

総　務　係
秘書、条例、選挙、自衛隊、行政区、
職員管理など

３７８～２１２１

役場２階広報防災係
広報、広聴、防災（防災無線）、国民
保護など

３９８～７２９３

財　務　係
予算、地方交付税、町債、入札、町
有地など

３９８～７０１２

ま
ち
づ
く
り
課

企　画　係
総合計画、行政評価・改革、生活交通、
統計など

３９８～７０１９

役場２階
デジタル推進係

ＤＸ推進、情報システム、地域情報
化など

３９８～７３２０

地域振興係 住宅・工業団地、移住、企業誘致など ３９８～７０２１

住
民
課

戸籍住民係
戸籍、印鑑登録、マイナンバー、年金、
パスポート、人口、火葬許可など

３９８～７０２２

役場１階
国保医療係

国民健康保険、特定検診、後期高齢、
医療給付・児童生徒等医療費助成など

３９８～７０３７

環境交通係 ゴミ、環境、動物、墓地、交通など ３９８～７０４７

税
務
課

課　税　係
住民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税、入湯税など

３９８～７０７１

役場１階

収納対策係 納税相談、徴収、租税教育など ３９８～７１２０

保
健
福
祉
課

福祉障がい係
経済的支援、障がい者福祉、避難行
動要支援者など

３７８～５８８８
保健福祉総合センター

「あいくる」

健康づくり係
健康、母子・成人保健、感染症、地
域医療など

子育て支援係
（こども家庭センター）

子育て支援、児童手当、障がい児福祉、
早期療育、保育園など

高齢者包括係
高齢者支援、介護保険・要介護認定・
介護サービス・予防など

課　名 係　名 主な業務内容 電話場号 場　所

産
業
振
興
課

農政係
農業、担い手、土地改良、食育、有
害鳥獣、防風林など

３９８～７１５１

役場２階

商工観光係
ふるさと納税、観光、商工業、労働
対策、消費者、計量など

３９８～７２０１

都
市
整
備
課

土　木　係
道路、河川、排水路、除排雪、機場、
公園、緑地など

３９８～７２１４

役場１階

都市施設係
都市計画、公営住宅、住宅相談・支援、
空き家、建築、下水道、農業集落排水、
浄化槽など

３９８～７２２６

出
納
室

出　納　係
現金及び有価証券の出納保管・記録
管理、基金の保管など

３９８～７２２８ 役場１階

議
会
事
務
局

議　事　係 議会運営、監査など ３９８～７２５０ 役場３階

農
業
委
員
会

農　地　係 農業委員会、農地関係など ３９８～７２５８ 役場２階

生
涯
学
習
課

学校教育係
教育委員会、学校職員の人事、教育
財産管理など

３７８～６６２０
生涯学習センター
「ぽろろ」

社会教育係
社会教育、芸術、文化、スポーツな
ど

給食業務係 給食、施設管理など ３７８～２６４９ 学校給食センター

施設管理係 施設管理運営、使用許可など ３７８～３１９０ スポーツセンター
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■意見を募集する計画

　（１）第 2期南幌町自殺対策計画（素案）（令和６年度～令和 10 年度）

　　　 《担当課：保健福祉課健康づくり係》

　　　 　保健、医療、福祉、教育、労働などの関係機関が連携して取り組むことにより、自殺予防対策を推進

するために策定します。

　（２）千歳川流域水害対策計画（素案）（令和６年度～概ね 30 年間 )　�

　　　 《担当課：都市整備課土木係》

　　　  　石狩川水系千歳川等の計 35 河川およびこの流域が、令和５年８月 31 日に北海道初となる特定都市河

川浸水被害対策法に基づく特定都市河川の指定を受け、千歳川等の堤防整備や河道掘削等の河川整備の

加速化に加え、流域一体となって計画的に浸水被害を解消・軽減するための取組等を定める千歳川流域

水害対策計画を策定します。

■計画案の閲覧場所…�ホームページ、各担当課及び情報コーナー（役場、あいくる、ぽろろ、夕張太ふれあい館）

でご覧ください。

■意見の募集期間…（１）４月１日（月）～４月 22 日（月）

　　　　　　　　　 （２）３月 29 日（金）～４月 26 日（金）※必着

■意見の提出方法…�意見等提出用紙は、閲覧場所に配置していますので、ご意見のある計画名、住所、氏名ま

たは団体名、連絡先などを必ず記入してください。これらの記入がない場合は無効となり

ます。なお、電話や口頭でのご意見はお受けできません。

　①電子メール…（１）p-nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp

　　　　　　　　 （２）hkd-sp-r6suigai-soan@gxb.mlit.go.jp

　②ＦＡＸ…意見を募集する計画　 （１）…保健福祉課 (３７８～５２５５）

　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）…札幌開発建設部河川計画課 (６１１～４２１０）　　

　③持参または郵送　意見を募集する計画 （１）…保健福祉課健康づくり係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （〒 069-0235　南幌町中央３丁目４番 26 号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２）…札幌開発建設部河川計画課 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （〒 060-8506　札幌市中央区北 2条西 19 丁目）

■意見募集結果の公表

　　 　提出いただいたご意見は、募集期間終了後に内容ごとに整理・検討した結果をホームページや広報で公

表し、情報コーナーや各担当課においても公表資料を配置する予定です。

　　　なお、個々のご意見等には直接回答はしませんのでご了承願います。

■問合せ　（１）保健福祉課健康づくり係（☎３７８～５８８８）

　　　　　（２）①都市整備課土木係（☎３９８～７２１４）

　　　　　　　 ②千歳川流域治水相談窓口（江別河川事務所☎３８２～２３５８）

皆様の意見をお聞かせください
～パブリックコメントを募集します！～

企業版ふるさと納税のご寄附をいただきました
　企業版ふるさと納税とは、町外に本社がある企業が、寄附を通じて自治体の地方創生の取組みを

応援するものです。いただいた寄附金は、南幌町まち・ひと・しごと創生推進計画の事業として賑

わい広場創出事業に活用させていただきます。

セコマグループ
株式会社セイコーマート　様

　株式会社セイコーマート様は南幌町内でも２店舗を展開

し、地域特産品のブランド力向上にもご尽力をいただいて

おり、北海道内の多くの自治体に対し企業版ふるさと納税

による寄附を行っています。

ホクレン農業協同組合連合会　様

　ホクレン農業協同組合連合会様は、持続可能な北海道

農業の実現のため、2030 年に向けて中長期的な視点に

立った北海道農業とホクレングループのめざす姿を描いた

「Vision2030」に基づいて、持続可能な北海道農業の実現

に向けて取り組んでいます。

子ども室内遊戯施設「はれっぱ」が
『HOKKAIDO WOOD BUILDING』に登録されました

　『HOKKAID WOOD BUILDING』は、道産木材を使用した建築物

を普及することで、道産木材の良さを PR する取組みとして

2021 年 10 月から開始された登録制度です。

　この度、子ども室内遊戯施設「はれっぱ」が全道で 66 番目

（空知管内では２番目）の施設として登録され、空知振興局長

から大崎町長へ木製の登録証が交付されました。

パブリックパブリックコメントの結果について
◇意見を募集した計画

　（１）第７期南幌町障がい福祉計画・第３期南幌町障がい児福祉計画（素案）（令和６年度～令和８年度）

　　　 《担当課：保健福祉課福祉障がい係》

　（２）第９期南幌町介護保険事業計画・高齢者福祉計画）（素案）（令和６年度～令和８年度 )　�

　　　 《担当課：保健福祉課高齢者包括係》

　（３）南幌町地域公共交通計画（素案）【計画期間：令和６年度～令和 10 年度】

　　　 《担当課：南幌町地域公共交通活性化協議会（まちづくり課企画係）》

◇意見募集結果の公表　�全ての計画に町民等からの意見はありませんでした。意見募集時点の計画 (案 )を

基本に、３月に策定を完了しました。

　■問合せ　（１）保健福祉課福祉障がい係（☎３７８～５８８８）

　　　　　　（２）保健福祉課高齢者包括係（☎３７８～５８８８）

　　　　　　（３）まちづくり課企画係（☎３９８～７０１９）

広 告
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令
和
６
年
度
の
み
ど
り
野
団
地
の
宅

地
分
譲
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
で
実
施
す

る
「
南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費

助
成
事
業
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た

は
夫
婦
と
も
に
40
歳
未
満
の
世
帯
で
み

ど
り
野
団
地
の
宅
地
を
購
入
し
、
新
た

に
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
対
象
に
、
土

地
の
価
格
を
定
価
よ
り
50
％
割
引
と
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
、
地

元
割
引
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
利
用
に
よ
り
１
区

画
100
万
円
台
か
ら
宅
地
を
購
入
で
き
る

お
得
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
み
ど
り
野
団
地
分
譲
概
要　

▽
分
譲
受
付　

先
着
順
随
時　

▽ 

区
画
面
積　

１
区
画
平
均
315
㎡
（
約

95
坪
）

▽ 

分
譲
価
格　

平
均
１
５
，
２
０
０
円

／
㎡ 

最
多
分
譲
価
格
帯
400
万
円
台

※�

住
宅
供
給
公
社
の
募
集
要
領
に
基
づ

き
、
建
築
で
き
る
建
物
は
、
一
戸
建

て
専
用
住
宅
と
な
り
ま
す
。

■
建
物
を
建
て
る
と
き

　
町
内
で
住
宅
な
ど
の
新
築
・
増

築
・
改
築
を
行
う
と
き
は
、
建
築

基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
事
前
に

建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
準
防
火
地
域(

お
お

よ
そ
、
ま
ち
の
商
店
街
地
域)

以

外
で
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を
行
う

場
合
は
、
確
認
の
手
続
き
が
省
略

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
で
も
建
築
基
準
法
や
他
の

法
令
な
ど
に
適
合
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
建
物
を
解
体
す
る
と
き

　
建
設
工
事
に
も
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

(

再
資
源
化)

が
必
要
と
な
り
ま

す
。
住
宅
や
建
物
の
解
体
工
事
等

は
廃
棄
物
を
分
別
解
体
し
、
再
資

源
化
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
の
発
注
者
も
、
次

の
一
定
規
模
以
上
の
工
事
に
つ
い

て
は
、
工
事
着
手
の
７
日
前
ま
で

に
届
出
書
な
ど
必
要
な
手
続
き
を

行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い(

自
ら
解
体
工

事
等
を
行
う
方
も
含
み
ま
す)

。

◇
建
築
物
の
解
体
…
80
㎡

◇
建
築
物
の
新
築
・
増
築
…
500
㎡

◇ 

建
築
物
の
修
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム

等
…
１
億
円

◇
そ
の
他
の
工
作
物
に
関
す
る
工

事
…
500
万
円(

土
木
工
事
等)

■
地
震
に
対
す
る
診
断
等

　
過
去
の
大
き
な
震
災
で
は
、
昭

和
56
年
６
月
の
建
築
基
準
法
改
正

よ
り
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

に
、
大
き
な
被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
改
正
後
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
に
比
べ
、
耐
震
性
が
低
い
こ
と

が
原
因
で
す
。
改
め
て
、
ご
自
宅

の
耐
震
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、

町
が
行
う
木
造
住
宅
を
対
象
と
し

た
無
料
耐
震
診
断
な
ど
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
…
都
市
整
備
課
都
市
施

設
係(

☎
３
９
８
～
７
２
２
６)

住
宅
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

南幌ニュータウンみどり野
先着順随時受付中 !!

　

町
で
は
、
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
住
ま
い
に
関
し
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

区　分 助成額

転入者

み

ど

り

野

団

地

　�美園及びみどり野きた住まいるヴィレッジ区画

200 万円

　みどり野ゼロカーボンヴィレッジ区画（東町）

　西町・北町・緑町・東町 100 万円

　上記以外 50 万円

既町民

み

ど

り

野

団

地

　美園及びみどり野きた住まいるヴィレッジ区画

100 万円

　みどり野ゼロカーボンヴィレッジ区画（東町）

　西町・北町・緑町・東町 50 万円

　上記以外 25 万円

※転入者とは転入日前に、１年以上南幌町外に居住していた方です。

※みどり野団地とは、北海道住宅供給公社が保有する分譲宅です。

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業

令和８年度
令和８年度

まで延長
まで延長‼‼

　
本
町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く

り
を
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
「
南
幌
町
子

育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業
」
は
、
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

▽ 
対
象
者　

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
ま
た
は
夫
婦
と
も
に
年
齢
が
40
歳
未
満

の
世
帯

▽ 

対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
用
の
住
宅
で
、
台

所
・
便
所
・
浴
室
及
び
居
室
を
有
し
、
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
新
築
住
宅
（
別

荘
な
ど
一
時
的
に
使
用
す
る
も
の
及
び
賃
貸

住
宅
は
除
き
ま
す
）

▽ 

助
成
要
件　

　

　
■�

南
幌
町
に
５
年
以
上
定
住
す
る
意
思
を

持
っ
て
住
民
登
録
す
る
こ
と

　
■�

助
成
金
の
認
定
申
請
書
の
提
出
後
１
年
以

内
に
住
宅
の
建
築
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

　
■�

建
築
工
事
完
了
後
、
速
や
か
に
入
居
す
る

こ
と
　

　
■�

南
幌
町
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
設

置
す
る
者
で
あ
る
こ
と
　
な
ど

まちづくり課地域振興係（☎３９８～７０２１）

■
50
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽ 

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成

事
業
を
利
用
し
、
み
ど
り
野
団
地
の
宅

地
を
購
入
し
、
住
宅
を
建
築
す
る
世
帯

※ 

各
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
30
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
割
引

 　

 

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
ま

た
は
65
歳
以
上
の
方
が
入
居
・
同
居
す

る
世
帯

▽
地
元
割
引　

　

 

町
民
ま
た
は
町
民
で
あ
っ
た
方
や
町

内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
入
居
・
同

居
す
る
世
帯

■
そ
の
他
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
複
数
区
画
購
入
割
引

　

 

複
数
区
画
同
時
購
入
時
に
、
２
区
画

10
％
割
引
、
３
区
画
20
％
割
引

※
30
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
併

用

可
。
併
用
す
る
と
最
大
50
％
割
引

■
問
合
せ

① 

北
海
道
住
宅
供
給
公
社
・
分
譲
担
当
（
☎

２
８
１
～
３
７
１
２
）

②     

ま
ち
づ
く
り
課
地
域
振
興
係

　
　
　
　
　

（
☎
３
９
８
～
７
０
２
１
）
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＼各助成事業の紹介／

◆空き家等解体助成事業◆

■�募集期間及び募集方法…令和６年４月１日～令和

７年３月 31 日まで先着順で募集（予算額に達し

次第締切）

■対象要件…次の条件を全て満たすもの。

　・個人が所有する建築物であること。

　・公共事業等の補償の対象となっていないこと。

　・�空き家等及び土地に所有権以外の権利が設定さ

れていないこと。

　・�解体事業者については、解体工事業を有する町

内に事業所、営業所を持つ法人及び町内で営業

する個人事業者であること。

　・�対象建築物及びその敷地内の門、塀、樹木等を

全て解体及び除却すること。

　・同一敷地内の建替えではないこと。

■対象者…次の条件を全て満たす方

　・�空き家等の登記事項証明書等に所有者として記

録されている者又は所有者の相続人

　・暴力団に所属していないこと。

　・世帯全員が町税等を滞納していないこと。

■助成金額…解体に要した費用の 10％

　　　　　　※限度額 15 万円　

　　　　　　※空き家等１戸につき１回

◆中古住宅購入費助成事業◆

■�募集期間及び募集方法…令和６年４月１日～令和

７年３月 31 日まで先着順で募集（予算額に達し

次第締切）

■�対象となる中古住宅（併用住宅含む）…次の条件

を全て満たすもの。

　・�昭和 56 年６月１日以降に着工した住宅又は耐

震診断の結果により、建築基準法等の規定に適

合していると認められる住宅

　・適正な居住室を有する住宅

　・購入に要する費用が 50 万円以上であること。

　・�南幌町空き家・空地バンク制度に登録された住

宅であること。

■対象者

　・�住民票異動後から１年以内の助成制度実施期間

中に次の条件を全て満たす方

　・�自己の居住のために中古住宅を購入及び移転登

記を行い、直ちに居住する者

　・�２親等（祖父母・孫・兄弟姉妹）内の親族から

の購入ではないこと。

　・�世帯全員が町税等を滞納していないこと（転入

者については前居宅地の証明書も必要）

　・暴力団に所属していないこと。

■助成金額…購入に要した費用の 20％　

　　　　　　※限度額 25 万円　

　　　　　　※�過去に助成金の交付を受けていない

こと。

◆住宅リフォーム助成事業について◆

■申込期間…�令和６年 4 月１日～４月 30 日　8 時

30 分～ 17 時　※受付順は、抽選によ

り決定します。

■対象者…次の条件を全て満たす方

　・南幌町民であること。

　・�住宅の所有者であり、当該住宅に居住している

こと。

　・世帯全員が町税等に滞納していないこと。

　・暴力団に所属していないこと。

■助成金額…工事費用の 20％　

　　　　　　※限度額 30 万円

　　　　　　※同一住宅及び同一人につき 1回

■対象工事…町内にある住宅で、次の条件を全て

　満たす工事

・助成金の決定前に工事に着手していないこと。

・令和７年 2月 28 日までに工事が完了できること。

・工事費が 30 万円（税込）以上であること。

・�住宅リフォーム（増築、改築、修繕、耐震改修、

融雪設備設置工事）に係る工事であること。

■�施工業者…町内に事業所、営業所を持つ法人や

町内で営業している個人事業者で、町の資格登

録を受けている者（町ホームページに掲載して

います）

申請様式は役場都市整備課で受取できます。

都市整備課都市施設係（☎３９８～７２２６）

固定資産税課税台帳の閲覧等について

　令和６年度固定資産税に係る土地や家屋の評価額が記載された課税台帳の閲覧と縦覧帳簿の縦覧を下記の
とおり実施します。
　固定資産課税台帳に登録された事項の確認及び、自己資産と他の土地・家屋の評価額を比較することがで
きますので、希望される方は役場１階税務課へお越しください。
▲対象者　固定資産税の納税義務者、またはその代理人
▲必要なもの　身分証明書※代理人の場合は委任状

▲問合せ　税務課課税係（☎３９８～７０７１）

　固定資産課税台帳の閲覧
内　容　　所有する土地、家屋、償却資産の評価額や税額が記載された課税台帳
期　間　　４月１日（月）から
手数料　　１件につき 400 円（５月 31日（金）までは無料）
　土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
内　容　　町内の土地・家屋の評価額等が記載された縦覧簿
期　間　　４月１日（月）から５月 31日（金）
手数料　　無料

広 告 広 告 広 告

広 告 広 告

再エネ（再生可能エネルギー）とは、CO2 を排出せず、かつ繰り返し利用できるため資源
が無くならないエネルギーです。小売電気事業者が提供する再エネ電気プランに切り替えることで、
CO2排出量を実質ゼロにすることができます。積極的に再エネ電気に切り替えてエコな暮らしをしま
しょう。
☆暮らしのメリット
・自宅への自家消費型太陽光発電を設置することが難しい状況でも、再エネ普及に貢献できます。

今月紹介するゼロカーボンアクションは【再エネ電気への切り替え】についてです。

取り組もう！～ゼロカーボンの実現に向けて～
「ゼロカーボンアクション 30」を毎月紹介していきます。
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　児童手当は次世代の社会を担う児童の発達や成長を応援するため、児童を養育している方に支給される

手当です。　

◇対象児童…０歳から中学校卒業（15 歳に達する年度の３月 31 日まで）までの児童

◇支給月額…下記表のとおり

　※�所得額等により児童手当を受けられない場合があります。詳しくは町ホームページをご覧になるか、

　　下記まで問合せください。

◇支 給 月…６月、10 月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇注意事項…次の方は、申請手続きが必要です。

　　　　　　・出生などで新たに養育する児童が増えた方　・南幌町に転入した方

　　　　　　・南幌町から転出する方

　　　　　　・�３歳未満のお子さんがいる方で年金の種類が変わった方（厚生年金⇒国民年金、国民年金⇒

厚生年金）

　　　　　　※公務員の方は勤務先に申請してください。

　　　　　　※�退職などにより公務員でなくなった場合は、異動日（退職日）の翌日から起算して 15 日以

内に住所地の市町村への申請が必要です。

　　　　　　※申請が遅れると遅れた月分の手当が受けられませんのでご注意ください。

◇問 合 せ…保健福祉課子育て支援係（☎３７８～５８８８）

区　分 支給額

３歳未満 15,000 円（一律）

３歳以上～小学生（第１子、第２子） 10,000 円

〃　　　　　　　�（第３子以降） 15,000 円

中学生 10,000 円（一律）

特例給付（所得制限を超えた場合） 　5,000 円（一律）

児童手当について

町ホームページ

　児童扶養手当は父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない児童がいるひとり親家庭の生活

の安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給される手当です。

◇支給要件…�次のいずれかに該当する 18 歳に達する年度の３月 31 日までの児童（または 20 歳未満の障がい

のある児童）を監護し、生計を同じくしている父（母）、または父母にかわって児童を養育して

いる養育者に支給されます。

　　　　　　・父母が婚姻を解消した児童　・父（母）が一定程度の障がいの状態にある児童

　　　　　　・父（母）が死亡した児童　　・父（母）の生死が明らかでない児童

　　　　　　・�その他、父（母）から１年以上遺棄されている児童、父（母）が裁判所からのＤＶ保護命令を

受けた児童、父（母）が１年以上拘禁されている児童、婚姻によらないで生まれた児童など

　　　　　　※�支給要件に該当していても、「児童が児童福祉施設などに入所している」「受給資格者及び同

居扶養義務者の所得が制限を超えている」など、手当が支給されない場合があります。

◇手当月額…�受給資格者（ひとり親家庭の父または母など）の所得や、監護・養育する児童の数により決ま

ります。（４月から下記の額に改定）

　※�所得額等により手当を受けられない場合があります。詳しくは町ホームページをご覧になるか、下記ま

で問合せください。

◇支 給 月…１月、３月、５月、７月、９月、11 月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇必要なもの…�申請には、受給資格者及び該当する児童の戸籍謄本（抄本）、その他必要書類がありますので、

事前に問合せください。

◇注 意 事 項…下記に該当する方は手続きが必要です。

　　　　　　　・離婚等により支給要件に該当することとなった方　・婚姻した方

　　　　　　　・南幌町から転出する方　　　　　　　　　　　　・南幌町内で引越した方

◇問 合 せ　保健福祉課子育て支援係（☎３７８～５８８８）

区　　分 全部支給 一部支給

児童１人目 45,500 円 45,490 円～ 10,740 円

児童２人目　　（加算額） 10,750 円 10,740 円～�5,380 円

児童３人目以降（加算額） �6,450 円 6,440 円～ 3,230 円

児童扶養手当について

町ホームページ

詳細はホーム

ページをご覧

ください

令和６年度

まちづくり活動支援事業

 協働のまちづくりを推進するため、地域の課題解決などに取り組む活動を積極的に応援します。

 この事業は、「地域おこしのために、こんなことをやってみたい」など、町内団体が自主的に取り組

む公益的で非営利かつ特色ある活動に対して、本町の個人町民税現年課税予算額の１％相当の額を活

用して助成するものです。

　なお、団体が円滑な事業推進のために町からアドバイスなどの支援が必要な場合は町でサポートす

ることもできます。また、既存の団体活動事業であっても、この補助金を活用して新たな工夫が加え

られる事業も対象となります。

まちづくり活動

支援事業とは？

◆申請受付期間…１次募集…４月１日（月）～５月 10 日（金）

　　　　　　　　２次募集…７月１日（月）～８月９日（金）

　　　　　　　　３次募集…９月２日（月）～ 10 月 11 日（金）

　　　　　　　　４次募集…11 月１日（金）～ 12 月９日（月）

◆実施事業期限…2025 年（令和７年）３月 31 日（月）までに完了する事業

　※予算に限りがありますので、お早めに申請することをお勧めします。

申請について

　申請する前に、事業の趣旨や事業メニュー、補助対象経費、審査会や報告会、役場関係課による

サポート希望の有無などについて事前に説明や確認をしておく必要がありますので、申請をお考え

の団体は必ず事前にお問い合わせください。

　申請団体には、審査会において、事業内容のプレゼンテーションをしていただき、採択の可否及

び補助金額の審査を行います。申請多数の場合は審査会で評価の高い事業から採択の可否が決定さ

れます。

　なお、本年度は原則として、審査会を経て正式に事業の採択及び補助金の交付が決定してから事

業開始となります。

　また、年度末頃に実施団体が事業の成果や波及効果などの発表を行う報告会も予定しています。

◆問合せ…まちづくり課企画係（☎３９８～７０１９）

事前にご相談ください！

　まちづくり活動支援事業には様々な補助メニューがあります。補助メニューの中には「町内会等

活動推進支援助成事業」もあり、町内会活動にも活用できる場合があります。是非ご活用ください！

　その他のメニューや、詳しい要綱等はホームページからご覧になるか、まちづくり課企画情報グ

ループまで問合せください。

様々な補助メニューがあります！

「あなたのチャレンジを応援します！」

広 告 広 告
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南幌町長　

大崎　貞二

「令和６年度がスタートします！」

　春らしく穏やかな気候に心和む季節となりましたが、

町民の皆さん、いかがお過ごしでしょうか。

　今年度は、準工業用地等の整備や温泉施設改修など大きな事業が進められます。新年度の

スタートとともに、地域の課題に向き合い、私も心を新たに様々な課題に取り組んでまいり

ます。また、新入学生や新入社員など、新たな環境に身を置く方々もたくさんいると思いま

す。皆さんにとって、心地よいスタートとなるよう願っているところです。

「ファイターズ

　　　南幌後援会総会」

　ファイターズ後援会

の令和５年度総会に出

席し、チームの益々の

活躍に向けて激励の言

葉を贈りました。

「第 47 回芸能発表会」

　南幌町文化協会主催

による「第 47 回芸能発

表会」に出席し、出演

団体が披露した日頃の

練習の成果を鑑賞しま

した。

２月 25 日（日）

「福島の子どもたちを

　　　　　　招待する会」

　福島の子どもたちを招

待する会の皆様が来庁さ

れ、当時の「なんぽろキャ

ンプ」の様子などを振り

返り、懇談しました。

３月 12 日（火）

「自閉症・発達障害啓発セル

フィサイン首長リレー」

　自閉症をはじめとする発

達障がいへの理解を広めるた

め「セルフィサイン首長リ

レー」に参加し、メッセージ

ボードへのサインと懇談を行

いました。

３月１日（金）

３月３日（日）

Vol.13Vol.13
町長コラム

　今回は、空知地域おこし協力隊ネットワークのご紹介です！
　現在、南幌町は３名の地域おこし協力隊が活動しています。全国で７,000名ほど
いる隊員の中で北海道は、1,000名ほどと全国的に見ても隊員数が多い地域です。
　道内の各振興局毎の代表が集まる「北海道地域おこし協力隊ネットワーク」が昨
年発足、隊員同士の横の繋がりが強化され、研修会などが行われてきました。
　広い道内で更に各自治体の隊員同士の繋がりや情報交換を通じて、振興局単位で
地域を盛り上げるべく、北海道ネットワークの下部組織が立ち上がっています。
　私たちが暮らす、空知でも間もなく『空知地域おこしネットワーク』が発足され
ます。右のイラストがネットワークのロゴマークです。
　そして、空知のネットワークの今年のメインイベントとして６月下旬には南幌町
『はれっぱ』にて協力隊マルシェの開催が計画されています！

・立派な玉ねぎがたくさん届きました！リピート確定です。
・年末に寄附、翌年の発送と思っていましたが、なんと年内に届きま
した。大きな玉ねぎで量も多く大満足です。
・寄付後4日で到着。ダントツ過去一の早さで驚き。開封したところ、
見た目にもきれいで大きい玉ねぎが40個以上で再び驚きでした！

協 力 隊　　　だ よ り
VOL.16
2 0 2 4

南幌町地域おこし協力隊
南幌町の

魅力発見

町おこし

いいね！やコメントも、お寄せいただけ
たら嬉しいです！

みなさんの口コミ・意見
・相談を

お待ちしております！

https://www.instagram.com/chikioko.nanporo/

Instagram
QRコード

地域おこし協力隊《担当：宮嵜》

空知地域おこし協力隊ネットワークが間もなく発足されます！

南幌町のふるさと納税返礼品で山本隼農園さんの玉ねぎが大人気！
　山本隼農園さんのこだわりの『減農薬玉ねぎ』
が南幌町のふるさと納税返礼品で大人気となって
います！
　ふるさと納税担当の南幌町地域おこし協力隊の
佐々木隊員に聞いたところ、今年度の南幌町のふ
るさと納税返礼品の申込件数の中で減農薬玉ねぎ
が昨年度の申込件数を大幅に超え 8,700 件以上
だったそうです。更に申込者へ定期的に玉ねぎが
送られる定期便などの申込も人気があったとか。
　　

　返礼品として玉ねぎは、山本さんご家族をはじめ、スタッフの皆さ
ん総出で一つ一つ丁寧に磨き上げ、箱詰めをして発送しているそうで
す。昨年の異常な猛暑日の影響で玉ねぎが日焼けしてしまったり、規
格外品が多く出てしまって、選別作業も大変だったようです。
　山本さんは、「南幌町ふるさと納税の返礼品としてたくさんの方に
自分たちが丹精込めて作った玉ねぎを選んでもらえて、そして南幌町
の未来に繋がる一躍を担えて嬉しい」と語ってくれました。

返礼品を受け取った方たちのコメントを一部ご紹介！

オンデマンド交通「あいるーと」の運用を拡充します！
　あいる―との利便性向上のため、４月１日から次のとおり運用を拡充します。
◇回数券の発行
　料金収受の負担軽減や利用される方の利便性向上を目的としての回数券を導入します。
　①販売券種…3,000 円券（300 円× 11 枚綴り）、1,000 円券（100 円× 11 枚綴り）
　②販売場所…あいるーと車内、ビューロー１階観光協会特販所
　③�販売方法…�乗車予約時に回数券の購入も合わせてお伝えください。インターネットからの予約の場合は、

備考欄に回数券購入と記入してください。
　④支払方法…現金もしくはＷＡＯＮカード
◇介護認定者の介添人運賃の設定
　介護認定者の外出機会の拡大を目的として、介添人がいることで「あいるーと」を利用しやすくなるよう、
新たに介添人運賃を設定します。
　①運　　賃…介護認定者の介添人運賃をお 1人様に限り 100 円とします。
　②�運用方法…�初回利用時に介護保険被保険者証を提示し介護

認定者として登録し、介護認定者本人の申し出に
より介添人運賃を適用します。

◇休日の町内イベントでの試験運行
休日に実施されている町内イベント時における適切な運行時間、
ニーズ等の把握、翌年度以降の実施に向けた課題の洗い出しを目
的として試験運行を実施します。
詳細については、今後の広報にてお知らせします。
◇問合せ…まちづくり課企画係（☎３９８～７０１９）
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●
元
気
に
育
っ
て
（
敬
称
略
）　
　
　 

　

（
氏
名　

住
所　

誕
生
日　

父
母
名
）

　
石
井
　
花か

の

は

乃
羽
　
美
園
　
２
・
24

勇
渡
・
来
美

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

敬
称
略
） 

（
氏
名　

年
齢　

死
亡
年
月
日　

住
所
）

 
的
場
　
　
淳
子
　
82
歳  

１
・
22 

　
８
区

 

城
寳
　
　
峯
雄
　
84
歳  

１
・
31 

　
14
区

 

佐
々
木
　
忠
正
　
100
歳  

２
・
６ 

　
15
区

 

齋
藤
　
　
　
隆
　
74
歳  

２
・
16 

　
北
町

 

佐
藤
　
　
敏
則
　
76
歳  
２
・
19 

　
北
町

 

●
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
２
月
分
】

　
足
立
　
千
恵
　
様
　
　
　
　
　
三
重

　
山
下
　
政
吉
　
様
　
　
　
　
　
11
区

　
城
寳
　
惠
子
　
様
　
　
　
　
　
14
区

　
齋
藤
　
貞
子
　
様
　
　
　
　
　
北
町

　
佐
藤
　
雅
子
　
様
　
　
　
　
　
北
町

　
南
幌
町
宝
島
の
会
　
様
　
　
　
町
内

◇
公
費
（
無
料
）
に
よ
る
接
種
は
３
月
31
日

で
終
了
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
以
降
は
、

個
人
の
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
て
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

◇
対
象
者
　

　

①
65
歳
以
上
の
方

　

②
60�
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
機
能

な
ど
の
障
が
い
で
身
体
障
が
い
の
１

級
に
該
当
す
る
方

◇
費
用
　
原
則
自
己
負
担
あ
り

　
※
金
額
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す

◇
接
種
時
期
　
秋
か
ら
冬
（
年
１
回
）

◇�

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
　
流
行
の
主
流
で
あ
る

ウ
イ
ル
ス
株
の
状
況
や
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
・
開
発
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
決
ま
り

ま
す
。

◇
そ
の
他

　

①�

定
期
接
種
以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
で
の
任
意
接
種

に
な
り
ま
す
。

　

② 
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応

に
よ
る
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
定

期
接
種
に
つ
い
て
は
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
『
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
』

に
よ
り
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
任
意
接
種
に
つ
い
て
は
独
立
行
政

法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に

お

し

ら

せ

住

民

手

帳

基
づ
く
『
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制

度
』
に
よ
り
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

③�

現
時
点
に
お
け
る
国
の
方
針
で
あ
り
、

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
　�

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
を
利
用
さ
れ
る
町
民
の
方

に
、
日
帰
り
温
泉
無
料
入
浴
券
を
交
付
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
に
折
込
さ
れ

て
い
る
「
な
ん
ぽ
ろ
温
泉
町
民
無
料
入
浴
券

交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

役
場
２
階
産
業
振
興
課
窓
口
ま
で
お
越
し
下

さ
い
。
な
お
、
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
３
日

（
水
）
の
期
間
は
役
場
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
横
（
職
員
玄
関
側
）
で
交
付
し
ま
す
。

▽�

交
付
方
法

　

・�

申
請
書
に
入
浴
券
を
ご
利
用
さ
れ
る
ご

家
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
行

政
区
名
を
記
入
。

　

・�

小
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
１
人
１
枚

（
３
回
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

・�

代
理
申
請
の
場
合
は
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▽�

交
付
期
間
　
令
和
６
年
４
月
１
日
（
月
）

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
８

時
30
分
～
17
時
※
土
、
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く

▽�

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
２
０
１
）

人口 7,803人 (11)<226> 世帯 3,692世帯 ( 7)<116>

男     3,753人 ( 2)<128> 女　 　4,050人 ( 9)< 98>

出生       １人 ( - 5)< -3> 死亡      　 11人 ( - 1)<-7>

転入       35人 ( 6)<-21> 転出      　 17人 (1)   < 1>

※（　）内の数値は前月比　<　> 内の数値は前年同月比

３ １

▽�

免
除
期
間

　

・�

出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産
月
の
前
月
か

ら
出
産
月
の
翌
々
月
ま
で
の
４
か
月
間

　

・�

多
胎
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月
ま
た
は

出
産
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

（
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
か
ら
４
月

の
方
は
平
成
31
年
４
月
分
か
ら
免
除
）

　

※�

出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上

の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死
産
、
流
産
、

早
産
含
む
）
ま
た
、
産
前
産
後
期
間
と

し
て
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▽�

対
象
者
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

▽�

届
出
時
期
　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

▽�

必
要
な
も
の
　

　

・
母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
届
出
す
る
場
合
）

　

・�

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

　

・�

出
生
証
明
書
等
の
出
産
日
や
親
子
関
係

が
確
認
で
き
る
も
の
（
子
ど
も
と
別
世

帯
の
方
の
み
）

▽�

問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
０
２
２
）

◇
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、
健
康
保
険
の
手

続
き
は
２
通
り
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
保
険
税
や
手

続
き
の
方
法
な
ど
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
●�

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
継
続
し
て
加
入

す
る
場
合
（
任
意
継
続
制
度
）

　
　

・�

保
険
料
は
、
標
準
報
酬
月
額
（
給
料

額
）
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

●�

市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

場
合

　
　

・�

保
険
税
は
、
前
年
度
の
所
得
、
加
入

人
数
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

※�

退
職
後
す
ぐ
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
は
、
勤
め
て
い
た
期
間
の
所
得

が
保
険
税
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
任
意

継
続
制
度
を
利
用
し
た
方
が
少
な
い
負

担
で
済
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

▽�

注
意
事
項
　
任
意
継
続
制
度
に
は
手
続
き

の
期
限
が
あ
り
ま
す
。（
全
国
健
康
保
険

協
会
の
場
合
は
退
職
後
20
日
以
内
）
期
限

を
過
ぎ
る
と
手
続
き
が
で
き
な
く
な
る
た

め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
組
合
な
ど
任
意
継
続
制
度
の
な
い
健

康
保
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
勤
務

先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方

は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

・�

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定

受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ

れ
た
方
を
対
象
に
一
定
の
期
間
、
国
民

健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽�

対
象
者
　
離
職
日
現
在
65
歳
未
満
で
、
離

職
の
翌
日
か
ら
次
の
失
業
給
付
を
受
け
る

方
で
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
離
職
理
由
が
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
の
方
）

▽�

軽
減
額
　
国
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

軽
減
措
置
に
該
当
す
る
と
、
対
象
者
の
前
年

給
与
所
得
を
100
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健

康
保
険
税
の
所
得
割
額
を
計
算
し
ま
す
。

▽�

軽
減
期
間
　
離
職
の
翌
日
の
属
す
る
年
度

か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。

▽�

必
要
な
も
の
　

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

・
被
保
険
者
証

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

　

・
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

▽�

問
合
せ
　
住
民
課
国
保
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
０
３
７
）

◇
４
月
15
日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日
（
金
）

ま
で｢

緑
の
募
金
運
動｣

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
国
や
道
の
緑
化
活
動
の
ほ
か
、

南
幌
町
内
の
花
壇
造
成
や
施
設
等
へ
の
植
樹

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
募
金
箱
は
各
施
設
等

に
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
環
境
緑

化
の
た
め
に
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

◇
お
米
や
米
粉
で
パ
ン
が
作
れ
る
「
ホ
ー
ム

ベ
ー
カ
リ
ー
」
と
米
粉
を
作
る
「
製
粉
機
」

を
町
民
の
方
へ
無
償
で
貸
出
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
産
業
振
興

課
農
政
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
所
有
す
る
方
又

は
町
内
の
団
体
等

▽�

貸
出
期
間
　
原
則
２
週
間
以
内

▽�

貸
出
台
数
　

　

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
１
台

　

・
製
粉
機
１
台

　

※�

申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

◇
新
入
学
（
園
）・
新
学
期
の
季
節
と
な
り

児
童
・
生
徒
の
通
学
が
始
ま
り
ま
す
。
児
童
・

生
徒
の
登
下
校
時
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
こ
の
運
動
期
間
中
に
地
域
の
皆
さ
ん
や

各
種
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

登
校
時
通
学
路
で
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

指
導
、
走
行
車
両
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
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な
ん
ぽ
ろ
温
泉
町
民
無
料

入
浴
券
の
交
付
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

緑
の
募
金
活
動
に
ご
協
力
を
！

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
と

製
粉
機
を
無
償
貸
出
し
ま
す

健
康
保
険
の
任
意
継
続
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

新
入
学
（
園
）
期
の
交
通

安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す



ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
下
校
時
街
頭
指
導
・
啓
発

▽�

実
施
期
間
　
４
月
５
日（
金
）～
15
日（
月
）

ま
で
の
土
曜
・
日
曜
を
除
く
７
日
間

▽�

実
施
時
間
　
７
時
30
分
～
８
時
10
分
ま
で

（
夕
張
太
地
区
は
７
時
10
分
～
７
時
40
分

ま
で
）

▽�

実
施
場
所
　
通
学
路
主
要
交
差
点
10
箇
所

●
旗
の
波
を
行
い
ま
す

　

・�

国
道
337
号
線
（
南
15
線
）
を
往
来
す
る

車
両
に
対
し
て
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
・
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
す
。

▽�

日
時
　
４
月
５
日
（
金
）　

８
時
30
分
か
ら

　

※
30
分
程
度

▽�

場
所
　
中
央
公
園
前
（
国
道
337
号
歩
道
）

▽�

問
合
せ
　
南
幌
町
交
通
安
全
運
動
推
進
協

議
会
事
務
局
（
住
民
課
環
境
交
通
係
）（
☎

３
９
８
～
７
０
４
７
）

▽�

被
害
事
例
　
引
っ
越
し
業
者
に
見
積
り
を

依
頼
し
、
28
万
円
で
契
約
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
前
日
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
申
し
出
を

し
た
と
こ
ろ
、
24
万
円
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
請
求
さ
れ
た
。
見
積
り
時
に
渡
さ
れ
た

標
準
引
越
運
送
約
款
に
は
、
前
日
キ
ャ
ン

セ
ル
の
場
合
、
手
数
料
は
見
積
り
運
賃
等

の
30
％
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
納
得

で
き
な
い
。

�

▽
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
　

　

・�

運
送
業
者
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
た

「
標
準
引
越
運
送
約
款
」
に
基
づ
く
ル
ー

ル
に
よ
り
引
っ
越
し
を
行
い
ま
す
。

　

・�

同
約
款
で
は
解
約
料
等
の
他
に
提
供
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
場
合
、
見

積
書
に
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
費

用
を
徴
収
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

・�

頼
ん
だ
荷
物
が
壊
れ
た
場
合
、
業
者
に

申
し
出
て
約
款
の
通
り
賠
償
し
て
も
ら

う
よ
う
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。

　

・�

契
約
を
す
る
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

だ
け
の
見
積
り
は
避
け
、
複
数
の
事
業

者
か
ら
見
積
り
を
取
り
比
較
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
合
せ
　

　
①�
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室
（
☎

０
１
２
３
～
７
２
～
３
５
８
１
）（
毎

週
月
、
木
曜
日
13
時
～
16
時
・
毎
月
第

２
、
第
４
水
曜
日
13
時
～
15
時
）

　

②�

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
９
８

～
７
２
０
１
）

◇
こ
れ
ま
で
は
、
国
が
予
防
接
種
法
で
定
め

た
特
例
措
置
で
、
65
歳
か
ら
100
歳
ま
で
の
５

歳
刻
み
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
定
期
接
種
対
象
者

が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▽�

対
象
者
　

　

①�

65
歳
の
方
（
誕
生
月
の
月
末
に
個
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

　

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
一
定
の

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
所
持
し
て
い
る
方
（
対
象
者
に
個

別
通
知
し
ま
す
）

▽�

接
種
医
療
機
関
　

　

①
町
立
南
幌
病
院

　

②
み
ど
り
野
医
院

　
※�

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
依
頼
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
し
、

あ
い
く
る
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

接
種
費
用
　
４
，
０
０
０
円

　

※�

通
常
接
種
費
用
の
約
半
額
を
町
が
助
成

し
ま
す
。

　

※�

国
民
健
康
保
険
の
方
で
町
内
の
医
療
機

関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
に
は
更
に
国
保

か
ら
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
街
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
、
防
火
Ｐ
Ｒ
と
し
て
鉢
花
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

▽�

配
布
日
時
　
４
月
27
日
（
土
）
９
時
30
分
か
ら

▽�

配
布
場
所
　
Ａ
コ
ー
プ
南
幌
店
駐
車
場

◇
シ
ニ
ア
男
性
の
食
生
活
の
自
立
を
目
的
に

料
理
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
料
理
が
初
め
て

の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
食
生

活
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

対
象
者
　
概
ね
65
歳
以
上
の
男
性

▽�

場
所
　
あ
い
く
る　

調
理
実
習
室

▽�

日
程
　
１
回
目
…
５
月
15
日
（
水
）
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
全
６
回　

10
時
30
分
か
ら

▽�

参
加
料
　
１
回
500
円

▽�

持
ち
物
　

　

①
エ
プ
ロ
ン

　

②
三
角
巾

　

③
筆
記
道
具

▽�

申
込
み
方
法
　
４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
申
込
み

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
係

（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
生
活
習
慣
病
の
改
善
や
介
護
予
防
を
目
的

に
『
水
中
運
動
教
室
』
を
実
施
し
ま
す
。
水

中
で
の
歩
行
や
ス
ト
レ
ッ
チ
は
膝
や
腰
に
自

信
の
な
い
方
で
も
比
較
的
容
易
に
行
え
ま

す
。
泳
げ
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
水
に

顔
を
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

対
象
　
40
歳
以
上
の
町
民
の
方

▽�

定
員
　
20
名

▽�

場
所
　
町
民
プ
ー
ル　

▽�

日
程
・
期
間
　
５
月
15
日
～
９
月
25
日
ま

で
の
水
曜
日
13
時
～
13
時
50
分
（
全
16
回
）

▽�

申
込
方
法
　
４
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
あ

い
く
る
窓
口
に
て
申
込
み

▽�

持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

水
筒
な
ど

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
係

（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
あ
い
く
る
と
夕
張
太
ふ
れ
あ
い
館
で
、
運

動
指
導
員
の
指
導
の
も
と
軽
体
操
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽�

対
象
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方

▽�

日
程
・
場
所
　

　

・�

あ
い
く
る　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
10

時
30
分
～
11
時
30
分

　

・�

夕
張
太
ふ
れ
あ
い
館　

毎
週
木
曜
日
10

時
～
11
時
30
分

　

※�

毎
月
の
日
程
は
広
報
な
ん
ぽ
ろ
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
、

運
動
靴

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
係

（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
高
齢
者
事
業
団
で
は
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
が
、
豊
か
な
経
験
や
能
力
を

生
か
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
、
い
き
い

き
と
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
地

域
の
高
齢
者
が
仕
事
を
通
じ
て
積
極
的
に
社

会
参
加
し
、家
庭
や
地
域
に
活
力
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
南
幌
町
高
齢
者
事
業
団
（
☎

３
７
８
～
２
０
８
８
）

◇
石
狩
川
水
系
千
歳
川
等
の
計
35
河
川
お
よ

び
こ
の
流
域
が
、
令
和
５
年
８
月
31
日
に
北

海
道
初
と
な
る
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対

策
法
に
基
づ
く
特
定
都
市
河
川
の
指
定
を
受

け
、
千
歳
川
等
の
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
等

の
河
川
整
備
の
加
速
化
に
加
え
、
流
域
一
体

と
な
っ
て
計
画
的
に
浸
水
被
害
を
解
消
・
軽

減
す
る
た
め
の
取
組
等
を
定
め
る
千
歳
川
流

域
水
害
対
策
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
か
ら
広
く
ご
意
見
伺
う
た
め
、計
画
（
素

案
）
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

日
時
　
４
月
17
日
（
水
）
18
時
か
ら

▽�

場
所
　
ぽ
ろ
ろ　

３
階
研
修
室

▽�

問
合
せ
　

　
①�

都
市
整
備
課
土
木
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
２
１
４
）

　

②�

千
歳
川
流
域
治
水
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
８
２
～
２
３
５
８
）

◇
家
庭
菜
園
を
通
じ
て
、
利
用
者
同
士
の
交

流
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
　
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
町
内
に
在

住
す
る
非
農
家
の
方

▽�

場
所
　
夕
張
太
稲
穂
団
地
内
（
稲
穂
１
丁

目
１
番
５
号
）

�

▽�

募
集
区
画
　
42
区
画
（
１
区
画
30
㎡
程
度
）

▽�

料
金
　
１
㎡
当
た
り
100
円

▽�

申
込
　
４
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

ま
で
（
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

▽�

申
込
先
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
係

（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

▽ 

町
営
栄
町
団
地
３
階
建

　
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
給
湯
設
備
無
）
…
３
戸

▽�

入
居
資
格

　
①
住
宅
に
お
困
り
の
方

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

入
居
申
込
受
付
　
４
月
１
日
（
月
）
～
８

日
（
月
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日
　
５
月
中
旬

▽�

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）
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道
営
住
宅
一
般
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・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
３
人
世
帯
用
）
…
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戸

▽�

入
居
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格

　
①
住
宅
に
お
困
り
の
方

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

入
居
申
込
受
付
　
４
月
１
日
（
月
）
～
８

日
（
月
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日
　
５
月
中
旬

▽�

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

募

集
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高
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運

動
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実

施

に
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　南幌町読み聞かせサークルが実施している「出張読み聞かせ」が、
南幌養護学校を初めて訪問しました。
　参加した小学部３年生から４
年生の児童 13 名は、大型絵本
の読み聞かせやパネルシアター
の演目を真剣な眼差しで鑑賞し
ていました。
　最後は、あそびうた「バスに
のって」の動画に合わせて、み
んなで振り付けを楽しみました。

養護学校の児童と読み聞かせを楽しみました！～読み聞かせサークル～

令
和
６
年
２
月
13
日
（
火
）

令
和
６
年
２３３
月
５
日
（
火
）

　児童の安全な通学を願って　～南幌町シルバードライバークラブ～

　クラブ会員の減少等に伴い令和６年３月末で解散する南幌町シルバードライバークラブが、児童の交

通安全を願って、南幌小学校全児童に夜光反射材が贈呈されました。

高齢者世帯の除排雪作業を行いました！ ～なんぽろ恵～

令
和
６
年
３
月
５
日
（
火
）

　障がい者支援施設なんぽろ恵が今年も地域貢献事業

の一環として高齢者世帯の排雪作業を行いました。

　今年の雪は固くて重く、軒先まで積もった雪が採光を

妨げている住宅もありましたが、安心して暮らせるよう

玄関前や窓前、庭など丁寧に除雪し、施設のトラックで

排雪を行いました。お住いの方からは、「毎年、排雪を

してくれて大変助かります」など、お礼のお言葉をいた

だきました。

　なんぽろ恵では今年も地域貢献の一環として４月 12

日（金）から、「わんダフルＣＡＦＥ ＭＥＧＵＭＩ」の

ドッグランを無料開放します。 

令
和
６
年
２
月
28
日
（
水
）

第 38 回全道中学生の税をテーマとしたポスター入賞～南幌中学校～

　北海道では次の世代を担う中学生の皆さんに、私たちの暮らしの中で「税」がどのように活かされているか

を考えてもらい、「税」に対する関心と理解を深めてもらうことを目的として、「税をテーマとしたポスター ｣

の募集を行いました。

　本町からは南幌中学校の１年生

５名、２年生５名から全 10 作品

の応募があり、審査の結果、全道

97 校、応募数 2,304 点の中から以

下の１名の作品が選ばれ、北海道

知事より賞状及び記念品が贈呈さ

れました。

●北海道知事賞　優秀賞　南幌中学校　１年Ａ組　　渡辺　夏帆さん

　みどり野幼稚園では、３月で幼稚園を卒園する園児たちへのお別れ会が行われました。
　在園児からは卒園記念にペンダントが渡され、そのお礼に卒園児からはキーホルダーが贈られました。
　当日は、ゲストとして育成型道産子アイドルの「フルーティー」が来園し、スペシャルライブを行い、　
園児たちは大変喜び、歓声を挙げていました。
　

　みどり野幼稚園では、天下糖一プロジェクトの皆さんご後援の
もと、園児と保護者の方を対象に、親子食育講座「砂糖のチカラ
実感セミナー」が開かれました。
　当日は、園児たちとの勉強や
クイズなどを行い、砂糖で簡単
に作れるレシピを実際に料理し
てもらい、試食するなど、園児
や保護者にとって、とても楽し
い１日となりました。

お別れ会が行われました！～なんぽろみどり野幼稚園～

令
和
６
年
３
月
７
日
（
木
）

卒業式が行われました。～南幌小学校・南幌中学校～

令
和
６
年
３
月
12
日
（
火
）・
19
日
（
火
）

　南幌小学校では３月 19 日（火）、中学校では３月 12 日（火）に卒業式が行われました。

小学校は 49 名、中学校は 36 名の児童・生徒が新しい道へと進みました。

　今回の卒業式では新型コロナウイルスの影響できていなかった「合唱」などが行われ、仲間との最

後の時間を有意義に過ごしたことでしょう。

令
和
６
年
３
月
18
日
（
月
）

食育講座が行われました！～なんぽろみどり野幼稚園～
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給食 pick up!給食 pick up!

　３月 12 日で卒業した中学３年生にとって、最後の　３月 12 日で卒業した中学３年生にとって、最後の

給食となった献立です。給食センターからの卒業祝い給食となった献立です。給食センターからの卒業祝い

として、「お祝いゼリー」をつけました。南幌町で食として、「お祝いゼリー」をつけました。南幌町で食

べた給食が、いい思い出となることを願っています。べた給食が、いい思い出となることを願っています。

●しょうゆラーメン●しょうゆラーメン

●餃子●餃子

●いちごゼリー●いちごゼリー

３月の３月の
こんだてからこんだてから

◇令和６年度学校教職員人事異動について

◇令和５年度一般会計補正予算（第９号）について

◇令和５年度南空知５町教育支援委員会判定結果について

◇令和６年度小中学校就学予定児童生徒数について

◆南幌町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則制定について

◆南幌町立学校給食センター管理規則の一部を改正する規則制定について

◆南幌町スポーツセンター管理規則の一部を改正する規則制定について

◆南幌町教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程制定について

◆南幌町地域学校協働本部設置要綱の一部を改正する告示制定について

◆南幌町部活動地域連携検討協議会設置要綱の制定について

◆南幌町学校運営協議会委員の委嘱について

◆南幌町学校給食運営委員会委員の委嘱について

◆南幌町社会教育審議会委員の委嘱について

◆南幌町地域学校協働本部推進員及び地域コーディネーターの委嘱について

　報告及び提案し、承認されました。

第３回定例教育委員会　開催結果 ３月 15 日 (金)

ぽろ ろ展示会ぽろろ展示会
白ゆりグループ写真展白ゆりグループ写真展
４月 21 日（日）まで４月 21 日（日）まで

ぽろろ１階ロビーぽろろ１階ロビー

白ゆりグループの会員の皆さんが撮影した南幌の白ゆりグループの会員の皆さんが撮影した南幌の

風景やペットの写真展です。風景やペットの写真展です。

所

日

内

開催中開催中

郷土資料室特別展郷土資料室特別展
～昭和の道具展～～昭和の道具展～

４月 23 日（火）～５月５日（日）　※月曜日は除く４月 23 日（火）～５月５日（日）　※月曜日は除く

ぽろろ１階ロビ－・２階郷土資料室ぽろろ１階ロビ－・２階郷土資料室

昭和時代に活躍した電化製品や家庭用品の展示昭和時代に活躍した電化製品や家庭用品の展示

所

日

内

開催予定開催予定

回数券・シーズン券も販売開始

回数券・シーズン券も販売開始

町民プール
町民プール

５月からシーズンイン！

５月からシーズンイン！

日 ５月１日（水）～ 10月 31日（木）10：00～ 20：00５月１日（水）～ 10月 31日（木）10：00～ 20：00

※休館日：毎月第１月曜日※休館日：毎月第１月曜日

他 天候や室温等の状況、水泳教室や学校の授業等天候や室温等の状況、水泳教室や学校の授業等

で利用できない場合がありますので、事前におで利用できない場合がありますので、事前にお

問合せいただくか予定表をご確認ください。問合せいただくか予定表をご確認ください。

問 スポーツセンタースポーツセンター

予定表は H P から予定表は H P から

生涯学習 topics生涯学習 topics

１年間よくがんばりました！１年間よくがんばりました！

令和５年度令和５年度
放課後子ども教室が活動終了放課後子ども教室が活動終了

　放課後こども教室の一年間の活動が終了しました。　放課後こども教室の一年間の活動が終了しました。

　この活動は子どもたちの放課後の時間を活用し、様々　この活動は子どもたちの放課後の時間を活用し、様々

な体験活動をすることで、健全な青少年の育成や運動な体験活動をすることで、健全な青少年の育成や運動

能力の向上を図る事業です。能力の向上を図る事業です。

　参加した子どもたちは一生懸命に身体を動かし、 　参加した子どもたちは一生懸命に身体を動かし、 

汗びっしょりで活動していました。汗びっしょりで活動していました。

あそびの達人教室あそびの達人教室

ジュニアアスリートクラブジュニアアスリートクラブ

みんなプールで泳ごう！みんなプールで泳ごう！

一一般図書般図書
プ
チ
特
集
コ
ー
ナ
ー

児児童図書童図書
■かくれんぼ絵本■かくれんぼ絵本
探索絵本の特集です。探し探索絵本の特集です。探し

てみてください！てみてください！

■体を動かそう！■体を動かそう！
外や室内で体を動かす本をご
紹介します。

飼育特集
　４月19日は飼育の日。

　動物園や水族館、生きものの飼

育に関する本。

特特 集集 展展 示示

■断捨離特集■断捨離特集
新生活に断捨離取り入れて新生活に断捨離取り入れて

みたい方必見です！みたい方必見です！

■免疫力アップ■免疫力アップ
忙しい毎日に負けない体を作忙しい毎日に負けない体を作
りましょう！りましょう！

開館時間：10 時～ 17 時　※火・金は 20 時　※月：休館日

返却：閉館時はブックポスト /夕張太ふれあい館でもできます。

本の検索・予約　https://opac-nanporo.lib-wa.net/web_opac/

本の検索・予約本の検索・予約

他にも多くの図書があります。他にも多くの図書があります。今月のオススメ図書今月のオススメ図書

陰からの一撃
堂場 瞬一/著　　　【角川春樹事務所】
　新橋の社長殺しの容疑者が千葉で交通事
故死した。不審な点は無かったものの、西
川の自宅に「真犯人は今も逃げている」「追
跡捜査係に情報を提供する」との封筒が。
怪しみつつ夜の晴海ふ頭をひとりで訪れた
西川。だがそこに…。

一
般

一
般 小説映画ドラえもんのび太の地球交響曲

藤子・Ｆ・不二雄/原作　　　【小学館】
　リコーダーの練習をしていたのび太の
前に、美しい声の不思議な少女ミッカが
現れ、のび太の吹く音色を彼女は気に
入った。自分の住む音楽＜ファーレ＞の
殿堂にドラえもんたちを招き…。
　2024年公開映画のノベライズ。

児
童

児
童

柑橘のお菓子づくり
今井 ようこ/著　　藤沢 かえで/著

【誠文堂新光社】
　豊富な種類の柑橘を用いてマーマレード
をはじめ、タルトやスコーン、おまんじゅ
うの作り方を紹介。卵や白砂糖、乳製品を
使わないナチュラルスイーツやラム酒を
使った大人っぽい味のエレガントなお菓子
を作ってみませんか？

一
般

一
般 進化する！ごみ処理とその使い方

吉川 邦夫/監修　　　【誠文堂新光社】
　ごみにまつわる基本知識や、プラス
チックごみをはじめとした、ごみ問題の
背景、ごみを資源に変える最新処理技術
などを豊富な図や写真でわかりやすく解
説する。

児
童

児
童

ＢＲＯＭＰＴＯＮメンテナンスブック
『自転車日和』編集部/編
和田サイクル/技術監修

【辰巳出版】
　折りたたみ自転車「ブロンプトン」とよ
り長く快適に付き合うために、一般的なメ
ンテナンスやブロンプトン特有のポイント
まで、豊富な写真とともに詳しく解説する。

一
般

一
般 ズーミング旅客機

チャーリィ 古庄/著　日本航空/協力　　　　
【秀和システム】
　どうして飛行機は飛べるのか？空を飛
ぶ仕組みや機体の謎、装備や整備の疑問
について写真をズーミングしながらわか
りやすく解説する。調べ学習にも役に立
ちます。

児
童

児
童

2024 年本屋大賞　ノミネート作品2024 年本屋大賞　ノミネート作品 大賞発表は４月10日です！お楽しみに！大賞発表は４月10日です！お楽しみに！
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礼礼//

著著
講
談
社

講
談
社

黄
色
い
家

黄
色
い
家

川
上
川
上  

未
映
子

未
映
子//

著著

中
央
公
論
新
社

中
央
公
論
新
社

日

所

＝
日
時

＝
場
所

講

内

＝
講
師

＝
内
容

定

＝
定
員

対

＝
対
象

￥

持

＝
費
用

＝
持
ち
物

申

他

＝
申
込
み

＝
そ
の
他

問

＝
お
問
合
わ
せ

　≪お問い合わせ≫

■生涯学習センターぽろろ　３７８－６６２０

■スポーツセンター　　　　３７８－３１９０

教育委員会主催事業は新型コロナの感染状況により

中止となる場合があります。
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生涯学習サポーター　新規募集中生涯学習サポーター　新規募集中

　町内の生涯学習の各分野で指導や活動をしている個人・団体の登録制度で、自分の特技や教養を生かして、講義をし　町内の生涯学習の各分野で指導や活動をしている個人・団体の登録制度で、自分の特技や教養を生かして、講義をし

たり、子どもの見守りやイベント・事業を補助したりと活躍の場は様々です。たり、子どもの見守りやイベント・事業を補助したりと活躍の場は様々です。

　学校・家庭・地域をつなぎ、南幌町の生涯学習をサポートしていただきます。　学校・家庭・地域をつなぎ、南幌町の生涯学習をサポートしていただきます。

　皆様の特技や知識を広く、地域のために活用しませんか？　　皆様の特技や知識を広く、地域のために活用しませんか？　

生涯学習サポーターとは？生涯学習サポーターとは？

学校授業学校授業

陶芸教室、スキー学習、ミシン教室、水泳教室　など陶芸教室、スキー学習、ミシン教室、水泳教室　など

教育委員会事業教育委員会事業

放課後子ども教室、ジュニアアスリートクラブ　など放課後子ども教室、ジュニアアスリートクラブ　など

生涯学習講座生涯学習講座

さわやかカレッジ講師、ふるさと南幌みらい塾講師　などさわやかカレッジ講師、ふるさと南幌みらい塾講師　など

活用事例活用事例

登録手続きをされる方は以下の方法でお願いいたし登録手続きをされる方は以下の方法でお願いいたし

ます。ます。

　① QR コードから必要事項に記入をし、送信　① QR コードから必要事項に記入をし、送信

　②ぽろろ窓口にて申込用紙を記載し、提出　②ぽろろ窓口にて申込用紙を記載し、提出

「「春春からのからの生涯学習生涯学習」特集」特集
　４月は新年度の始まりです。新しいことを始めるには　４月は新年度の始まりです。新しいことを始めるには

ピッタリな時期であり、たくさんの出会いの場を提供しピッタリな時期であり、たくさんの出会いの場を提供し

ます。また、自分の教養を深める良い機会になるので、ます。また、自分の教養を深める良い機会になるので、

たくさんの事業に参加してみてはいかがでしょうか？たくさんの事業に参加してみてはいかがでしょうか？

さあ！はじめよう！さあ！はじめよう！

対
象

　
小
学
生

対
象

　
高
校
生
以
上

フィットネス教室フィットネス教室

　日頃の運動不足解消など健康づ　日頃の運動不足解消など健康づ

くりをする事業です。くりをする事業です。
・骨盤体操 14：00 ～ 15：00（月）・骨盤体操 14：00 ～ 15：00（月）

・エクササイズ運動 19：30 ～ 20：30（月）・エクササイズ運動 19：30 ～ 20：30（月）

・ソフトエアロ＆ストレッチ・ソフトエアロ＆ストレッチ

　10：00 ～ 11：10（水）　10：00 ～ 11：10（水）

スポーツセンタースポーツセンター

どなたでもどなたでも

ふるさと南幌みらい塾ふるさと南幌みらい塾

　新しいことへのチャレンジや知　新しいことへのチャレンジや知

識の幅を広げたいなど新しい生き識の幅を広げたいなど新しい生き

がい探しをお手伝いします。がい探しをお手伝いします。

不定期開催不定期開催

※広報等で周知します※広報等で周知します

どなたでもどなたでも

スイミングスクール（一般）スイミングスクール（一般）

　水中での運動は膝や腰への負担　水中での運動は膝や腰への負担

が少ないことから、運動を始めるが少ないことから、運動を始める

方に最適です。個人のレベルに合方に最適です。個人のレベルに合

わせて、指導を行ないます。わせて、指導を行ないます。

５～７月　19：00 ～ 20：00５～７月　19：00 ～ 20：00

町民プール町民プール

どなたでもどなたでも

スイミングスクール（小学生）スイミングスクール（小学生）

　個人のレベルに合わせて、指導　個人のレベルに合わせて、指導

を行ない、みんなが上手に泳げるを行ない、みんなが上手に泳げる

ようになることを目指します。ようになることを目指します。

５～６月　16：00 ～ 17：00５～６月　16：00 ～ 17：00

町民プール町民プール

小学１～６年生小学１～６年生

日

所

対

あそびの達人教室あそびの達人教室

　放課後の子どもの居場所づくり　放課後の子どもの居場所づくり

を目的に様々な体験活動を通じを目的に様々な体験活動を通じ

て、“あそびの達人”を目指します。て、“あそびの達人”を目指します。

５～２月　放課後～ 16：30５～２月　放課後～ 16：30

スポーツセンタースポーツセンター

小学１～４年生小学１～４年生

日

所

対

ジュニアアスリートクラブジュニアアスリートクラブ

　基礎体力や運動能力の向上を　基礎体力や運動能力の向上を

図り、トップアスリートを夢見図り、トップアスリートを夢見

る子どもを応援します。る子どもを応援します。

５～３月　16：00 ～ 17：00５～３月　16：00 ～ 17：00

スポーツセンタースポーツセンター

小学１～４年生小学１～４年生

日

所

対

日

所

対

日

対

日

所

対

小学生の放課後に体験活動！小学生の放課後に体験活動！

暮らしに生きがいをつくる暮らしに生きがいをつくる

人生１００年時代

人生１００年時代

楽しく学んで

楽しく学んで

生きがいづくり

生きがいづくり
さわやかカレッジさわやかカレッジ

新年度受講生募集新年度受講生募集
　さわやかカレッジは、趣味や教養、健康づくりなど、様々な学習を　さわやかカレッジは、趣味や教養、健康づくりなど、様々な学習を

通じて、生きがいづくりと仲間づくりをおこなう、高齢者の教室です。通じて、生きがいづくりと仲間づくりをおこなう、高齢者の教室です。

　講座は、高齢者向けの興味や関心の高い内容や仲間とのふれあいを　講座は、高齢者向けの興味や関心の高い内容や仲間とのふれあいを

中心とした活動など多岐にわたっています。中心とした活動など多岐にわたっています。

途中入学も OK

途中入学も OK

町内在住の 60 歳以上の方町内在住の 60 歳以上の方

無料　※内容によっては負担金有／保険料（任意）無料　※内容によっては負担金有／保険料（任意）

５月８日（水）生涯学習センタ－ぽろろ５月８日（水）生涯学習センタ－ぽろろ

年間 10 回の講座を予定年間 10 回の講座を予定

　年間の規定回数を受講された方には修了書、　年間の規定回数を受講された方には修了書、

年間全ての講座を受講された方には皆勤賞を年間全ての講座を受講された方には皆勤賞を

お渡しします。また、既定の年数を修了されお渡しします。また、既定の年数を修了され

た方には年数に応じて、学士号、修士号、博た方には年数に応じて、学士号、修士号、博

士号及び卒業証書をお渡しします。士号及び卒業証書をお渡しします。

　多数の皆様のご応募をお待ちしています。　多数の皆様のご応募をお待ちしています。

趣味教養　移り変わる北海道のことば趣味教養　移り変わる北海道のことば

　　　　　お天気キャスタ－から学ぶ異常気象と防災　　　　　　お天気キャスタ－から学ぶ異常気象と防災　

　　　　　大道芸人　佐藤眞一の鼻笛演奏　　　　　大道芸人　佐藤眞一の鼻笛演奏

世代交流　元気はつらつ南幌小学校児童との交流世代交流　元気はつらつ南幌小学校児童との交流

健康管理　モルックってどんなスポ－ツ？健康管理　モルックってどんなスポ－ツ？

現地学習　大人の社会見学　　現地学習　大人の社会見学　　

修学旅行　運河のまち小樽を訪ねて　ほか修学旅行　運河のまち小樽を訪ねて　ほか

令和６年度令和６年度

予定カリキュラム予定カリキュラム

　※申込については小学校を通じてチラシを配布予定　※申込については小学校を通じてチラシを配布予定

対

他

￥

申

　同じ世代の友達と勉強したり、交流したり、見学したりして毎回楽しく　同じ世代の友達と勉強したり、交流したり、見学したりして毎回楽しく

参加しています。普段あまり聞いたりすることのできないお話を聞いたり、参加しています。普段あまり聞いたりすることのできないお話を聞いたり、

施設見学したり色んなことが見聞きできるのがうれしいです。施設見学したり色んなことが見聞きできるのがうれしいです。

　また、負担もなく気軽に参加できるのも魅力ですね。たくさんの方に入　また、負担もなく気軽に参加できるのも魅力ですね。たくさんの方に入

学してもらいたいです。学してもらいたいです。

大西 良子 さん大西 良子 さん
令和５年度令和５年度
研究科郷土博士号を授与研究科郷土博士号を授与

受講生のお話
受講生のお話
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スポーツ　  少年団スポーツ　  少年団
団 員 募 集
団 員 募 集

心身ともに鍛える！心身ともに鍛える！

※見学や入団希望の方は各少年団へ直接お問合せください。※見学や入団希望の方は各少年団へ直接お問合せください。

バ レ ーボール少年団バ レ ーボール少年団
日 々 の 練 習 が 心 身 を 鍛 える日 々 の 練 習 が 心 身 を 鍛 える

　火・水・金　火・水・金

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 9 0 - 8 7 0 5 - 4 8 8 6（近江）　 0 9 0 - 8 7 0 5 - 4 8 8 6（近江）

0 9 0 - 6 8 7 3 - 9 1 2 0（竹居田）0 9 0 - 6 8 7 3 - 9 1 2 0（竹居田）

小中一貫指導。男女問わず入団可能です。小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

日

所

問

対

バドミン トン少年団バドミン トン少年団
活動を通じて、人間力や社会性を育もう！活動を通じて、人間力や社会性を育もう！

　火・水・木　火・水・木

　スポーツセンター　スポーツセンター

　小・中学生　　 0 9 0 - 9 7 5 8 - 3 1 6 2（富木）　小・中学生　　 0 9 0 - 9 7 5 8 - 3 1 6 2（富木）

【明るく・楽しく・元気よく】【明るく・楽しく・元気よく】

目標をしっかり持って活動しています。目標をしっかり持って活動しています。

日

所

問対

剣道少年団剣道少年団
「心・技・体」「自立心」の達成「心・技・体」「自立心」の達成

　火曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 8 : 3 0　火曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 8 : 3 0

　金曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0　金曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 8 0 - 6 0 7 5 - 1 7 2 9（金本）　 0 8 0 - 6 0 7 5 - 1 7 2 9（金本）

小中一貫指導。男女問わず入団可能です。小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

日

所

問

対

空手少年団空手少年団
個性を生かし、楽しく心と体を育む個性を生かし、楽しく心と体を育む

　火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0　火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 8 0 - 5 5 8 7 - 3 0 1 7（神埜）　 0 8 0 - 5 5 8 7 - 3 0 1 7（神埜）

【礼に始まり、礼に終わる】【礼に始まり、礼に終わる】

小中一貫指導。男女問わず入団可能です。小中一貫指導。男女問わず入団可能です。

日

所

問

対

サ ッカー少年団サ ッカー少年団
サッカー は 人間を練り、人間を作るサッカー は 人間を練り、人間を作る

　火・木・金　 1 6 : 3 0 ～ 1 8 : 3 0　火・木・金　 1 6 : 3 0 ～ 1 8 : 3 0

　南幌小学校グラウンド　　小学生　南幌小学校グラウンド　　小学生

　 0 9 0 - 3 8 9 3 - 9 8 7 3（竹山）　 0 9 0 - 3 8 9 3 - 9 8 7 3（竹山）

男女問わず入団可能です。男女問わず入団可能です。

日

所

問

対

柔道クラブ柔道クラブ
武士道精神で人間力を育成武士道精神で人間力を育成

　小学生－火・木　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0　小学生－火・木　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

　中学生－火～金　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0　中学生－火～金　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 9 0 - 5 7 0 5 - 2 3 7 6（小野島）　 0 9 0 - 5 7 0 5 - 2 3 7 6（小野島）

男女問いません。「痛くない」から始めます！男女問いません。「痛くない」から始めます！

日

所

問

対

野球少年団野球少年団
挨拶・努力・感謝から人間力を育もう挨拶・努力・感謝から人間力を育もう

　火～金  1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0　火～金  1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

　土・日　  9 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0　土・日　  9 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

　ぽろろ野球場　　　小学生　ぽろろ野球場　　　小学生

　 0 9 0 - 8 9 0 3 - 0 1 0 8（岩本）　 0 9 0 - 8 9 0 3 - 0 1 0 8（岩本）

　 0 9 0 - 8 2 7 2 - 3 7 7 7（三浦）　 0 9 0 - 8 2 7 2 - 3 7 7 7（三浦）

見 学 は 随 時 受 付 中 で す 。 男 女 問 わ ず 入 団 可能です。見 学 は 随 時 受 付 中 で す 。 男 女 問 わ ず 入 団 可能です。

日

所

問

対

ミニバスケッ トボール少年団ミニバスケッ トボール少年団
あきらめたら、 そ こ で 試 合 終 了 で すよ…あきらめたら、 そ こ で 試 合 終 了 で すよ…

　月・水  1 6 : 4 5 ～ 2 0 : 0 0　月・水  1 6 : 4 5 ～ 2 0 : 0 0

　　　金  1 6 : 4 5 ～ 1 9 : 0 0　　　金  1 6 : 4 5 ～ 1 9 : 0 0

　南幌小学校　　　小学生　南幌小学校　　　小学生

　 0 9 0 - 2 8 7 6 - 9 4 8 8（佐藤）　 0 9 0 - 2 8 7 6 - 9 4 8 8（佐藤）

体験入団・見学は随時受付中です。体験入団・見学は随時受付中です。

【走る・投げる・飛ぶ】バランスのとれたスポーツで す 。【走る・投げる・飛ぶ】バランスのとれたスポーツで す 。

日

所

問

対

個
を
高
め
、
自
己
を
律
す
る

個
を
高
め
、
自
己
を
律
す
る

仲
間
と
と
も
に
高
み
を
目
指
す

仲
間
と
と
も
に
高
み
を
目
指
す
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第 47 回芸能発表会 ・ 芸術鑑賞会第 47 回芸能発表会 ・ 芸術鑑賞会
　南幌町文化協会加盟団体５組と、一般町民９組の計 14 組　南幌町文化協会加盟団体５組と、一般町民９組の計 14 組
が出演し、民謡やフラダンス、バレエ演奏などで、会場を大が出演し、民謡やフラダンス、バレエ演奏などで、会場を大
いに盛り上げました。いに盛り上げました。
　　また、同日に芸術鑑賞会も開催され、来場者は林家とんでまた、同日に芸術鑑賞会も開催され、来場者は林家とんで
ん平さんの軽妙な落語会を楽しみました。ん平さんの軽妙な落語会を楽しみました。３月３日（日）３月３日（日）

江
差
追
分
の
会

江
差
追
分
の
会

西
川
流
鯉
優
会

西
川
流
鯉
優
会

ブ
ル
ー
ソ
ン
グ

ブ
ル
ー
ソ
ン
グ研

究
会

研
究
会

【加盟団体】【加盟団体】

・ブルーソング研究会・ブルーソング研究会

・舞踊サークル寿会・舞踊サークル寿会

・日本舞踊西川流鯉優会・日本舞踊西川流鯉優会

・夕声会・夕声会

・民謡翼声会・民謡翼声会

【一般参加】【一般参加】

・ストリートダンス Merry Clown・ストリートダンス Merry Clown

・バレエサークル ポアント・バレエサークル ポアント

・Hula Wana‘ao・Hula Wana‘ao

・ピハ ハウオリ フラスタジオ・ピハ ハウオリ フラスタジオ

・江差追分の会・江差追分の会

・フォークダンス同好会・フォークダンス同好会

・民謡愛好会・民謡愛好会

・奥山 テツ・奥山 テツ

・大草 眞・大草 眞

出演者 （敬称略）出演者 （敬称略）
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会
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　文化協会は芸術・文化活動に取　文化協会は芸術・文化活動に取

り組む団体相互の連携を図り、本り組む団体相互の連携を図り、本

町の芸術・文化の振興と豊かな生町の芸術・文化の振興と豊かな生

活文化の創造を目指しています。活文化の創造を目指しています。

　毎年、町民総合文化展や芸能発　毎年、町民総合文化展や芸能発

表会を開催し、加盟団体の活性化表会を開催し、加盟団体の活性化

に取り組んでいます。に取り組んでいます。

　加盟は随時募集していますので、　加盟は随時募集していますので、

希望の団体は、下記へお問合せく希望の団体は、下記へお問合せく

ださい。ださい。

舞　踊舞　踊
カラオケ
カラオケ

民　謡民　謡

南幌町文化協会南幌町文化協会

新規加盟団体募集新規加盟団体募集

問　南幌町文化協会 事務局　南幌町文化協会 事務局

　（生涯学習課 社会教育係）　（生涯学習課 社会教育係）

夕
声
会

夕
声
会

南
幌
町

南
幌
町文

化
協
会

文
化
協
会

【加盟要件】【加盟要件】

　芸術・文化活動している団体　芸術・文化活動している団体

　代表者が町民であること など　代表者が町民であること など

4040２０２４．４２０２４．４ NANPORONANPORO4141 ２０２４．４２０２４．４NANPORONANPORO



役 役場　ぽ ぽろろ　ス スポーツセンター　プ 町民プール　改 改善センター　あ あいくる

ビ ビューロー　ふ 夕張太ふれあい館　球 町営球場　み みどり野幼稚園　小 南幌小学校

中 南幌中学校　高 南幌高等学校　養 南幌養護学校　支 子育て支援センター
なんぽろ情報カレンダー

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

ぽろろ図書室夜間開館

31

７

14

21

28

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

1

４

11

18

25

2

５

12

19

26

3

６

13

20

27

4

４月
2024 APR

　

　

　

　

　

　

　

　

　昭和の日

　

　

　

勤労感謝の日

　

文化の日

　

　

天皇誕生日

　

　

　

　

　

　

　

建国記念の日

　

　

　

　

　

　

昭和の日

　

子育て支援センター
（南幌いちい保育園）

☎ 378～2734

【予約不要】

月曜日～金曜日
① 8 :30～11:30
②15:30～17:30

※カレンダー記載の
　活動については、
　10:00～11:30です

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふわふわランド□支
大型ブロック遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

赤ちゃんサロン□支
ボールプール遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
親子で作ろう！色虫眼鏡作り

いちい保育園卒園式□支
親子で作ろう！色虫眼鏡作り

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

定例教育委員会□ぽ
15:30～ ■問教育委員会

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

無料法律相談会□あ
13:00～16:00■問社協

行政相談□あ
9:00～12:00■問企画情報

◆健診・検診・予防接種 等

◆弁護士による無料法律相談会　※要予約

日　時：26日（金）13時～16時（１回30分程度）

場　所：あいくる

問合せ：南幌町社会福祉協議会

その他：長沼町…5日、由仁町…12日、栗山町…19日

◆ひだまりサロン

・11日（木） 13時～15時　ミニ脳トレ・からだケア健康体操

・25日（木） 10時～12時　ぬり絵

　 　 　  13時～15時　カラオケ

参 加 料：各100円

問 合 せ：南幌町社会福祉協議会

内　容 日　程 場　所

４・７・10ヵ月児健診
1歳６ヶ月・３歳児健診・歯科
検診
２歳・２歳６ヶ月児歯科検診
４・５歳児健康相談
※対象者には個別通知

23日（火）
９時～11時30分

あいくる

各種予防接種
※前週木曜日までに要予約

毎週月・木曜日
15時～16時

町立南幌病院

◆お問い合わせ先

◆新入学（園）期の交通安全運動

期　間：5日（金）～15日（月）　※詳細は29～30Ｐをご覧ください

問合せ：住民課環境交通係

総務課　総務係 ☎３７８～２１２１(代表)

総務課　広報防災係 ☎３９８～７２９３

総務課　財務係 ☎３９８～７０１２

まちづくり課　企画係 ☎３９８～７０１９

まちづくり課　デジタル推進係 ☎３９８～７３２０

まちづくり課　地域振興係 ☎３９８～７０２１

住民課　戸籍住民係 ☎３９８～７０２２

住民課　国保医療係 ☎３９８～７０３７

住民課　環境交通係 ☎３９８～７０４７

税務課　課税係 ☎３９８～７０７１

税務課　収納対策係 ☎３９８～７１２０

産業振興課　農政係 ☎３９８～７１５１

産業振興課　商工観光係 ☎３９８～７２０１

都市整備課　土木係 ☎３９８～７２１４

都市整備課　都市施設係 ☎３９８～７２２６

出納室　出納係 ☎３９８～７２２８

議会事務局　 ☎３９８～７２５０

農業委員会　 ☎３９８～７２５８

教育委員会（ぽろろ内） ☎３７８～６６２０

スポーツセンター ☎３７８～３１９０

改善センター ☎３７８～２００１

保健福祉課（あいくる内） ☎３７８～５８８８

夕張太ふれあい館 ☎３７８～１８５５

ビューロー ☎３７８～７０１０

町立南幌病院 ☎３７８～２１１１

南幌町社会福祉協議会（あいくる内） ☎３７８～２０８８

南空知消防組合南幌支署 ☎３７８～２６１９

長幌上水道企業団 ☎０１２３～８２～５７００

役
　
場

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
お絵描き遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
シール遊び

赤ちゃんサロン□支
ふれあい遊び

赤ちゃんサロン□支
コーナー遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

ふわふわランド□支
ママのリフレッシュタイム

ふわふわランド□支
粘土遊び

赤ちゃんサロン□支
こどもの日の集い

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
こどもの日

こころの健康相談□あ
10:00～11:00■問保健福祉課

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

南幌小学校　入学式
■問南幌小学校

南幌中学校　入学式
■問南幌中学校

ふわふわランド□支
サーキット遊び

新入学(園)期の交通安全運動

14日まで■問住民課

ひだまりサロン□あ
13:00～15:00■問社協

ひだまりサロン□あ
10:00～15:00■問社協

ふわふわランド□支
こどもの日の集い

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

介護者サロン□あ
13:00～14:30■問保健福祉課

ふまねっと運動□あ
10:00～11:30■問社協

ほっとマフ作り□あ
13:00～16:00■問社協

ふまねっと運動□あ
10:00～11:30■問社協

骨盤体操□ス
14:00～15:00 ■問スポセン

骨盤体操□ス
14:00～15:00 ■問スポセン

骨盤体操□ス
14:00～15:00 ■問スポセン

エクササイズ教室□ス
19:30～20:30■問スポセン

エクササイズ教室□ス
19:30～20:30■問スポセン

エクササイズ教室□ス
19:30～20:30■問スポセン

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン
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防災無線戸別受信機の

設置はお済みですか？

　町では災害時における緊急情報の共有、情報

伝達の向上を目指して町内全戸へ配

布しています。未設置の方や、転入

されて、新たに設置される方は下記

までご連絡ください。

問合せ　総務課広報防災係

　　　　　　　　　(☎３９８～７２９３）

北海道日本ハムファイターズ北海道日本ハムファイターズ
応援大使事業応援大使事業

様々な事業を実施しまし
た

様々な事業を実施しまし
た‼‼

南幌町ホームページ　　　https://www.town.nanporo.hokkaido.jp

南幌町 Facebook ページ　 https://www.facebook.com/nanporotown

南幌町Ｅメールアドレス　nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp

発行　南幌町 /編集　総務課　広報防災係 /印刷　（株）総北海

〒 069-0292　空知郡南幌町栄町３丁目２番１号　☎ 011-378-2121広報なんぽろ
令和６年４月号
（通巻 737 号）

広 告

広 告
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